
鹿
児
島
空
港
は
、

こ
れ
か
ら
も
地
元
霧
島
市
に

愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る

空
港
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

おかげさまで
鹿児島空港 開港35周年

鹿児島空港ビルディング株式会社

展望デッキ（入場無料）

TEL 0995-58-2110  FAX 0995-58-3172

エアポートギャラリー

文化の
香り

明るい
広場癒しの

年中無休／ 10：00〜19：00（夏期スケジュール）

KAGOSHIMA AIRPORT BUILDING CO.,LTD.

広告
5月22日　午後9時4分　横川町中ノ　大隅横川駅
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霧
島
市
に
は
豊
か
な
自
然
が
あ
り
、

私
た
ち
に
多
く
の
恵
み
を
も
た
ら
し

て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
大
自

然
も
ひ
と
た
び
災
害
が
起
き
る
と
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
ど
の
ま
ち
で
も
同
じ
こ
と

が
い
え
ま
す
が
、霧
島
市
に
は
海
、山
、

川
な
ど
の
自
然
が
そ
ろ
っ
て
い
る
た

め
、
津
波
や
噴
火
、
洪
水
、
地
震
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
災

害
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
こ
の
ま

ち
で
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
け
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

霧
島
市
地
域
防
災
計
画

霧
島
市
地
域
防
災
計
画
が
完
成
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
合
併
前
の

各
市
町
の
防
災
計
画
が
そ
れ
ぞ
れ
活

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
霧

島
市
の
計
画
が
完
成
し
た
こ
と
で
、

市
内
の
防
災
関
係
者
全
員
と
の
意
思

統
一
が
図
れ
、
連
携
し
て
防
災
対
策

が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

計
画
書
に
は
土
砂
災
害
や
河
川
災

害
な
ど
に
対
す
る
一
般
的
な
災
害
対

策
、
地
震
に
よ
る
津
波
や
建
築
物
災

害
に
対
す
る
震
災
対
策
、
霧
島
連
山

や
桜
島
の
噴
火
な
ど
に
対
す
る
火
山

災
害
対
策
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
災
害
に
対
し
て
の
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

霧
島
市
防
災
マ
ッ
プ

市
の
防
災
マ
ッ
プ
が
完
成
し
、
先

日
、
各
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。
防

災
マ
ッ
プ
に
は
み
な
さ
ん
の
居
住
地

周
辺
の
地
図
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
中
に
は
危
険
箇
所
や
避
難
所
、

あ
な
た
と
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に
、

ど
ん
な
日
で
も
備
え
て
い
て
ほ
し
い
心
が
ま
え
と
防
災
グ
ッ
ズ

緊
急
連
絡
先
な
ど
が
載
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
裏
面
に
は
避
難
の
心
得
や
土

砂
災
害
の
前
兆
現
象
、
我
が
家
の
防

災
メ
モ
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
こ

の
防
災
マ
ッ
プ
で
居
住
さ
れ
て
い
る

付
近
の
危
険
箇
所
や
避
難
所
の
場
所

を
把
握
し
、
避
難
ル
ー
ト
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

早
め
の
避
難

霧
島
市
地
域
防
災
計
画
の
中
で
避

難
指
示
な
ど
の
基
準
が
決
ま
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
指
示
に
従
っ
て
早
め

の
避
難
を
お
願
い
し
ま
す
。

・�

避
難
準
備
情
報　

人
的
被
害
の
発

生
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
状
況

で
発
令
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

は
家
族
と
の
連
絡
や
避
難
準
備
を

開
始
し
て
く
だ
さ
い
。
要
援
護
者

な
ど
の
特
に
避
難
行
動
に
時
間
を

要
す
る
か
た
は
、
避
難
所
へ
の
避

難
行
動
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

・�

避
難
勧
告　

人
的
被
害
の
発
生
す

る
可
能
性
が
明
ら
か
に
高
ま
っ
た

状
況
で
発
令
し
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
は
避
難
行
動
を
開
始
し
て
く

だ
さ
い
。

・�

避
難
指
示　

人
的
被
害
の
発
生
す

る
危
険
性
が
非
常
に
高
い
状
況
、

ま
た
は
、
人
的
被
害
が
発
生
し
た

と
き
に
発
令
し
ま
す
。
避
難
勧
告

な
ど
で
避
難
中
の
か
た
や
未い
ま

だ
避

難
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
速
や
か

に
避
難
を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
避
難
が
間
に
合
わ
な
い
か

た
な
ど
は
、
生
命
を
守
る
最
低
限

の
行
動
を
し
て
く
だ
さ
い
。

防
災
出
前
講
座

市
で
は
、
防
災
計
画
を
基
に
、
各

団
体
と
連
携
し
て
防
災
対
策
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら

要
望
が
あ
る
場
所
に
出
向
い
て
防
災

岩﨑 善
よし

丈
たけ

さん
霧島市防災士代表

知
識
を
伝
え
る
、
防
災
出
前
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

安
心
安
全
課
☎
（
64
）
０
９
９
７
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

自
然
が
豊
か
な
霧
島
市
。
そ
の
中

で
暮
ら
す
私
た
ち
は
、
自
然
災
害
と

ど
の
よ
う
に
向
き
合
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
今
回
の
取
材
で
多
く
聞

か
れ
た
こ
と
が
、
災
害
に
対
す
る
心

が
ま
え
と
防
災
グ
ッ
ズ
の
備
え
で
し

た
。
し
か
し
、
分
か
っ
て
い
て
も
備

え
て
い
る
か
た
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日

ご
ろ
か
ら
避
難
経
路
の
確
認
や
防
災

対
策
、
素
早
く
避
難
す
る
た
め
の
避

難
グ
ッ
ズ
を
備
え
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

あ
な
た
と
大
切
な
人
の
命
を
守
る

た
め
に
…
。

事前の対策が命を救う。
備えておきたい

「食料品・飲料水」
水（大人１人当たり３㍑必要）、保存性
のある食品類、乾パン、レトルト食品、
缶詰（缶切不要の物）など

「応急医薬品」
目薬、きず薬、胃腸薬、かぜ薬、脱脂綿、
ばんそうこう、包帯、消毒液、常備薬な
ど

「その他必需品」
懐中電灯、携帯ラジオ、電池、マッチ、
ろうそく、カセットコンロ（燃料）、軍手、
帽子、新聞紙、石けん、ティッシュなど

防災グッズ

防災マップ
各世帯に配布した霧島市防災マップ。居住地区付近の地図に
危険箇所や避難所の掲載のほか、避難時の持ち出し品や避
難の心得などが掲載されています。事前に避難所や危険箇所
などを確認して、万が一の場合でも慌てず落ち着いて安全に
避難ができるように作成したものです。

http://www.city-kirishima.jp/modules/page002/index.php?id=29
霧島市のホームページに市指定避難場所一覧が掲載されています。事前に最寄りの避難所を確認してください。

防災士になって教わったのが「自らの命は
自ら守る」でした。阪神・淡路大震災のと
き一番多かった死因が家屋の倒壊やタン
ス、食器棚の転倒による圧迫死です。日ご
ろから自宅のタンスなどの転倒防止対策を
行い、自らの命は自ら守る対策が必要です。
最近では、さまざまな防災グッズが販売さ
れていますので、皆さんも、もう一度身の
回りの防災点検をしてみてください。

有馬 タミ子さん
霧島市婦人防火協力会防災部長

平成５年の水害でひざ下まで浸水したとき
とても怖い思いをしました。それ以来、早
く避難するために避難グッズを備えるよう
にしました。しかし、私みたいな高齢者に
は、災害時に水や食料などの入った重い荷
物を持って避難することはとても困難で
す。そんなとき大切なのが家族や地域との
協力です。防災対策には、一人ひとりの心
がけと地域の協力が大切だと思います。

防
災
対
策
に
は

協
力
が
大
切
で
す

自
ら
の
命
は
自
ら

守
る
気
持
ち
が
大
事

I N T E R V I E W

災
害
は

待
っ
て
く
れ
な
い

「衣類など」
洋服（厚手の物と薄い物）類、タオル、
防災頭

ず

巾
きん

やヘルメットなど

「貴重品」
現金、通帳、印鑑、保険証、年金手帳
など

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2007.6, Japan



福島と有下地区で子育てサロンを開い
ています。多いときには地区内外から

約４０組の親子が集まります。皆さんは、子
どもたちがみんなで遊べ、親同士がコミュニ
ケーションをとれる場所を求めているようで、
そういったかたはほかにも大勢いると思いま
す。今回、国分パークプラザ内にファミリー
サポートセンターが設置されることは、子育
て支援を受けたいと思っているかたにはとて
もよいことだと思います。また、同フロアに
は高齢者を支援する霧島市地域包括支援セ
ンターも設置されるので、高齢者も多く集ま
り、子どもと高齢者の交流の場としても期待
できます。今後、同施設が市の福祉の拠点
となり、多くのかたに利用されることを期待し
ます。

市
の
福
祉
拠
点
に

な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す

西川原 幸雄さん
福島・有下地区子育てサロン代表

霧島市の中心市街地に、国分パークプ
ラザをオープンすることで、市民の皆

さまが市街地をますます利用しやすくなると
思います。来年度にはきりしま国分山形屋ま
でを結ぶ横断デッキが設置され、周辺への
回遊性が高まり、ますます活性化が図れる
と思います。また、市民サービスセンターを
設置するため、さまざまなサービスが受けら
れるようになり、市民の皆さまにはとてもメ
リットになると思います。本会議所では中心
市街地活性化の取り組みとして平成１０年か
らさまざまな取り組みをしてきました。今回の
建設はその中でも重要な取り組みの一つで
す。これからも、市民の皆さんが誇れる、魅
力ある場所にしていきたいと思いますので、
ぜひ、ご利用ください。

市
中
心
市
街
地
を

誇
れ
る

場
所
に
し
た
い

西 勇一会頭
霧島商工会議所 国

分
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ
が

７
月
に
オ
ー
プ
ン

霧
島
市
中
心
市
街
地
活
性
化
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
期
待
さ
れ
る
「
国
分
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ
」
が
、

国
分
中
央
の
旧
山
形
屋
跡
地
に
７
月
、
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

こ
の
施
設
は
霧
島
商
工
会
議
所
が
建
設
し
た

も
の
で
、
鉄
骨
６
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
は

約
７
、８
０
０
平
方
㍍
、
総
事
業
費
約
９
億
６
、

０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
内
に
は

駐
車
場
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
１
階
部
分
は

テ
ナ
ン
ト
フ
ロ
ア
、
２
階
部
分
は
市
の
各
種
証

明
発
行
、
納
付
、
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
支
援

な
ど
の
フ
ロ
ア
に
な
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に

同
会
議
所
で
は
商
店
街
利
用
者
を
対
象
に
市

街
地
活
性
化
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
多
か
っ
た
意
見
が
駐
車
場

の
設
置
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
施
設
内
に
は
車

２
５
０
台
分
の
駐
車
場
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
＆
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

１
階
部
分
の
テ
ナ
ン
ト
フ
ロ
ア
は
、
多
様
化

す
る
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
＆
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
て
い
き
、

落
ち
着
い
た
空
間
の
中
で
ゆ
っ
く
り
と
買
い
物

を
楽
し
め
る
テ
ナ
ン
ト
フ
ロ
ア
で
す
。

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

２
階
部
分
に
は
「（
仮
称
）
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
内

に
は
働
く
若
い
世
代
が
多
い
ま
ち
の
特
性
か

ら
、
育
児
の
手
助
け
を
受
け
た
い
か
た
と
育
児

の
援
助
が
で
き
る
か
た
か
ら
な
る
会
員
制
組
織

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
や
高
齢

者
の
健
康
や
介
護
、
生
活
全
般
に
わ
た
る
相
談

や
支
援
が
気
軽
に
受
け
ら
れ
る
「
地
域
包
括
支

誇れるまちに新たな一歩

中
心
市
街
地
活
性
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

多
種
多
様
な
目
的
に
対
応
し
た
ふ
れ
あ
い
交
流
拠
点
が
オ
ー
プ
ン
。

商
業
施
設
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
駐
車
場
な
ど
の
ほ
か
、

各
種
証
明
書
の
発
行
と
納
付
ま
で
行
え
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
施
設
で
す
。

援
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年

末
年
始
を
除
く
平
日
、
土
、
日
、
祝
日
に
住
民

票
や
印
鑑
証
明
書
、
所
得
証
明
な
ど
の
各
種
税

証
明
書
の
発
行
と
市
税
や
保
育
料
、
市
営
住
宅

家
賃
な
ど
の
納
付
も
で
き
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化
と

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
期
待

商
店
街
利
用
者
の
要
望
で
も
多
か
っ
た
駐
車

場
の
設
置
で
、
中
心
市
街
地
は
さ
ら
に
利
用
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
や
ブ

テ
ィ
ッ
ク
な
ど
８
店
舗
の
テ
ナ
ン
ト
が
出
店
す

る
た
め
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に（
仮
称
）市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
国
分
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ
と
周
辺
市
街
地

の
回
遊
性
を
確
保
す
る
た
め
の
横
断
デ
ッ
キ
の

設
置
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
同
施
設
を
中
心
に

更
な
る
発
展
が
期
待
で
き
ま
す
。

▼ 2F 
　市民サービスセンターフロア

市民サービスセンター
・ファミリーサポートセンター
  （子育て支援）
・証明発行、収納

地域包括
支援センター

駐車場
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霧
島
市
に
は
、
９
地
区
に
１
０
３
区
画
の
住

宅
分
譲
地
が
あ
り
、
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
、

す
ば
ら
し
い
環
境
の
中
で
快
適
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
宅
地
を
お
探
し
の
か
た
、
ま
た

は
、
お
知
り
合
い
で
お
探
し
の
か
た
が
い
ま
し

た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❶
溝
辺
町
麓
地
区
分
譲
地

陵
南
中
学
校
近
く
に
あ
り
、
空
港
や
溝
辺
鹿

児
島
空
港
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
位
置
し

ま
す
。
近
く
に
は
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
医

療
機
関
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
が
あ
る
な
ど

生
活
環
境
の
整
っ
た
場
所
で
す
。

❷
横
川
町
丸
山
前
団
地
分
譲
地

大
隅
横
川
駅
の
近
く
に
あ
り
、
２
㌔
㍍
以
内

に
小
・
中
学
校
や
横
川
総
合
支
所
、
医
療
機
関
、

温
泉
施
設
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
国
分
ま
で
25
㌔
㍍
、
大
口
市
ま
で
25

㌔
㍍
、
鹿
児
島
市
ま
で
45
㌔
㍍
と
主
要
街
ま
で

近
い
の
も
魅
力
で
す
。

❸
❹
横
川
町
赤
水
・
第
２
赤
水
団
地
分
譲
地

霧
島
温
泉
駅
近
く
に
あ
り
、
高
校
や
コ
ン
ビ

ニ
、
郵
便
局
、
温
泉
施
設
が
近
く
に
あ
り
ま
す
。

新
川
渓
谷
温
泉
郷
に
も
近
く
、
の
ど
か
な
雰
囲

気
の
中
で
ゆ
っ
く
り
と
暮
ら
し
た
い
か
た
に
は

最
適
で
す
。

❺
牧
園
町
中
央
団
地

牧
園
総
合
支
所
近
く
に
あ
り
、周
辺
に
は
小
・

すばらしい環境の中で、快適な暮らしを

全103区画 霧島市住宅分譲地
市
で
は
、
す
ば
ら
し
い
環
境
の
中
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

住
宅
地
の
提
供
を
行
い
、
霧
島
市
に
定
住
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

宅
地
を
分
譲
し
て
い
ま
す
。

霧島市では、移住促進の窓
口として「おじゃんせ霧島
推進監」を設置しています。
お気軽にお問い合わせくだ
さい。

霧島市役所　企画部内
TEL	45-5111
	 （内線1503）		担当：波平

中
学
校
や
コ
ン
ビ
ニ
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
分
譲
地
は
温
泉
付
き
で
、

毎
日
、
温
泉
に
入
れ
る
の
が
一
番
の
魅
力
で
す
。

❻
国
分
塚
脇
団
地
分
譲
地

塚
脇
小
学
校
の
近
く
に
あ
り
、
緑
豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
た
場
所
で
、
１
区
画
が
１
０
０
坪

以
上
の
広
々
と
し
た
分
譲
地
で
す
。
ま
た
、
１

平
方
㍍
当
た
り
８
、５
０
０
円
か
ら
９
、
０
０

０
円
と
い
う
お
手
ご
ろ
な
価
格
も
魅
力
で
す
。

❼
隼
人
町
姫
城
地
区
分
譲
地

市
営
西す
い
か瓜
川が
わ
ら原
公
園
の
近
隣
に
あ
り
、
国
分

市
街
地
に
近
い
た
め
、
商
業
施
設
や
娯
楽
施
設

が
近
く
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
に
は
た
く

さ
ん
の
温
泉
施
設
が
あ
り
、
市
街
地
近
郊
で
温

泉
も
楽
し
め
る
の
が
魅
力
で
す
。

❽
隼
人
町
浜
之
市
地
区
分
譲
地

隼
人
港
近
く
に
あ
り
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
商
業
施
設
も
近
く

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
海
に
近
く
、
魚
釣
り
や

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
満
喫
で
き
ま
す
。

❾
福
山
町
牧
之
原
高
原
団
地

牧
之
原
支
所
の
近
く
に
あ
り
、
幼
稚
園
や
保

育
園
、
小
・
中
学
校
、
金
融
機
関
、
ス
ー
パ
ー
、

福
山
町
物
産
館
な
ど
が
近
く
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
福
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
や
ま
き
ば
ド
ー
ム

が
近
く
に
あ
る
な
ど
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施

設
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

霧島市には豊かな自然や歴史、
文化、温泉などの他、黒牛や黒豚、
黒酢、芋焼酎、茶などの特産品
があり、多くの魅力ある地域資
源に恵まれていることから、年
間約 700 万人の観光客が訪れま
す。また、交通の利便性や人材
確保などの立地条件が優れてい
ることから、世界的な企業も数
多く集積しており、農業、観光、

商業、工業が調和したすばらし
いまちです。
そのため、自然の中でゆっく

り暮らしたいかた、就職目的の
かたなどさまざまなライフスタ
イルに合わせることができます。
皆さまのお知り合いで移住を

ご検討されているかたがいらっ
しゃいましたら、ぜひ、霧島市
をご紹介してください。

霧島市住宅分譲地

横 川

溝 辺

牧 園

霧 島

隼 人

国 分

福 山

霧島市役所

福山総合支所 牧之原支所

隼人総合支所

霧島総合支所

牧園総合支所

横川総合支所

●❶
鹿児島空港

溝辺総合支所

●❷

●❸
●❹

●❼

●❽

●❻

●❾

溝辺麓地区

丸山前団地

赤水団地

第2赤水団地

姫城地区

浜之市地区

塚脇団地

牧之原高原団地

分譲地名 所在地 区画数 面積 (㎡) １㎡単価 問い合わせ先

❶ 麓 地 区
分 譲 地 溝 辺 町 麓 22 246.28 ～

855.28
23,500円～
29,500円

溝辺総合支所区画整理分室
☎ (59)3111

❷ 丸山前団地 横川町中ノ 21 286.23
～ 370.11 8,737円～ 横川総合支所地域振興課

☎ (72)0511

❸ 赤 水 団 地 横川町下ノ 6 300.5
～ 470.61 7,900円 〃

❹ 第2赤水団地 横川町下ノ 12 283.06
～ 537.18 8,484円 〃

❺ 中 央 団 地 牧園町宿窪田 3 266.5
～ 274.23

23,100円～
23,793円

牧園総合支所地域振興課
☎ (76)1111

❻ 塚 脇 団 地 国分上之段 24 330.92
～ 487.4

8,500円～
9,000円

霧島市土地開発公社
☎ (42)2023

❼ 姫 城 地 区
分 譲 地 隼人町姫城 2 343.57

～ 357.42 26,060円 〃

❽ 浜 之 市 地
区 分 譲 地 隼人町真考 1 241.18 30,303円 〃

❾ 牧 之 原 高
原 団 地 福山町西牧之原 12 209.12

～ 267.94
9,075円～
13,612円 〃

◎全103区画 霧島市住宅分譲地

お じ ゃ ん せ 霧 島 推 進 監

●❺
中央団地

塚脇団地
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治水神社にむかう風景

さすまたを使った実技訓練に取り組む参加者

火おこしに熱中する参加者

不
審
者
の
侵
入
か
ら
子
ど
も
を
守

ろ
う
と
４
月
27
日
、
市
役
所
多
目
的

ホ
ー
ル
で
市
内
の
小
・
中
学
校
、
市

立
高
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
の
職
員

約
80
人
を
対
象
に
、
不
審
者
対
応
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

霧
島
警
察
署
と
市
教
育
委
員
会
が

主
催
。
同
署
員
が
児
童
へ
の
声
か
け

事
案
が
昨
年
度
40
件
あ
っ
た
こ
と
を

報
告
し
、
内
カ
ギ
の
設
置
や
非
常
時

の
連
絡
態
勢
な
ど
子
ど
も
を
守
る
ポ

イ
ン
ト
を
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
イ
ス
や
さ
す
ま
た
を

使
っ
て
不
審
者
を
取
り
押
さ
え
る
実

技
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
万
が
一
に
備
え
、
メ
モ

を
取
る
な
ど
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

不
審
者
か
ら

子
ど
も
を
守
る

５
月
３
日
～
５
日
、
上
野
原
縄
文

の
森
で
毎
年
恒
例
の
春
ま
つ
り
が
開

か
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

縄
文
時
代
の
音
楽
体
験
で
は
太
鼓

や
土
笛
な
ど
の
楽
器
を
つ
く
っ
て
演

奏
を
し
、
遊
び
体
験
で
は
火
お
こ
し

体
験
や
石
器
づ
く
り
な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
。

ま
た
、
料
理
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は

地
鶏
や
キ
ビ
ナ
ゴ
を
ワ
カ
メ
で
包
み
、

粘
土
や
竹
筒
に
入
れ
、
土
に
掘
ら
れ

た
穴
で
蒸
し
焼
き
に
す
る
料
理
を
作

り
ま
し
た
。

参
加
者
は
は
る
か
昔
、
縄
文
時
代

の
生
活
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
満
喫
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

上
野
原
縄
文
の
森

春
ま
つ
り

４
月
25
日
、
岐
阜
県
海
津
市
に
あ

る
治
水
神
社
で
、
木
曽
川
の
宝
暦
治

水
工
事
を
担
っ
た
平
田
靱ゆ
き
え負
ら
薩
摩

義
士
を
し
の
ぶ
春
季
大
祭
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
大
祭
は
岐
阜
県
薩
摩
義
士
顕

彰
会
が
主
催
し
、
義
士
へ
感
謝
の
意

を
捧
げ
る
た
め
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
岐
阜
県
の
人
々
は
も
と
よ

り
鹿
児
島
県
か
ら
も
多
数
参
加
し
て

い
ま
す
。
海
津
市
と
姉
妹
都
市
盟
約

を
結
ぶ
霧
島
市
か
ら
も
市
長
を
は
じ

め
、
結
成
さ
れ
た
ば
か
り
の
霧
島
市

薩
摩
義
士
顕
彰
会
会
員
を
含
む
19
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
参
加
者
は
薩
摩
義
士
ゆ

か
り
の
史
跡
な
ど
を
巡
り
、
義
士
の

遺
徳
を
し
の
び
ま
し
た
。

薩
摩
義
士
の

遺
徳
を
し
の
ぶ 7き り し ま / か わ ら 版 �

Zoom up Kirishima 

特
攻
隊
戦
没
者
を

遺
族
ら
が
追
悼

戦没者のめい福を祈りながら献花をする関係者

新たに設置されたタッチパネル式の情報案内盤

ドライバーに交通安全を呼びかける関係者

POINT OF VIEW

K O K U B U  K I R I S H I M A  M A K I Z O N O  Y O K O G A W A  H A Y A T O  M I Z O B E  F U K U Y A M A

市
役
所
に
来
庁
さ
れ
た
か
た
に
イ

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
知
ら
せ
る
情
報

案
内
盤
が
、
３
月
か
ら
本
庁
舎
１
階

総
合
案
内
所
と
複
合
施
設
２
階
玄
関

ホ
ー
ル
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
９
年
か
ら
設
置
さ

れ
て
い
た
電
光
案
内
盤
の
老
朽
化
に

伴
い
新
し
く
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、

大
き
さ
は
50
イ
ン
チ
。
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
式
の
も
の
は
画
面
に
触
れ
る
だ
け

で
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
催
し
物

な
ど
の
情
報
が
鮮
明
な
動
画
や
静
止

画
像
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

認
知
度
を
高
め
よ
う
と
開
催
さ
れ

た
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、前
田
市
長
が「
市

民
の
皆
さ
ま
に
ぜ
ひ
利
用
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

大
型
情
報
案
内
盤
を

市
役
所
に
設
置

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中

の
５
月
11
日
、
隼
人
地
区
自
治
公
民

館
連
絡
協
議
会
に
所
属
す
る
す
べ
て

の
公
民
館
長
と
自
治
会
長
約
２
２
０

人
が
「
飲
酒
運
転
追
放
推
進
委
員
」

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
飲
酒
運
転
の
撲
滅
を
地
域

で
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
会
合
な

ど
で
地
域
住
民
の
意
識
向
上
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

交
付
式
の
後
は
隼
人
総
合
支
所
前

の
交
差
点
で
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
15
日
は
「
霧
島
熱
風
大
作

戦
」
と
題
し
て
、
警
察
官
や
市
職
員

な
ど
約
３
０
０
人
が
国
分
郵
便
局
前

で
の
ぼ
り
旗
な
ど
を
掲
げ
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
注
意
を
う
な
が
し
ま
し
た
。

地
域
で

飲
酒
運
転
撲
滅

Kirishima
topics 01 

Kirishima
topics 02

Kirishima
topics 03

Kirishima
topics 05 

Kirishima
topics 06

Kirishima
topics 07

Kirishima
topics 04 

t
o

p
i

c
s

それぞれ思い思いに植樹する参加者

４
月
29
日
が
「
昭
和
の
日
」
に
制

定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
か
つ

て
昭
和
天
皇
が
全
国
植
樹
祭
で
訪
れ

た
場
所
で
あ
る
牧
園
町
の
自
然
教
育

の
森
に
、
市
木
の
モ
ミ
ジ
を
植
樹
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
市
の
予
算
を
使
わ
ず
、
市

職
員
で
出
し
合
っ
た
企
画
の
中
か
ら

採
用
さ
れ
た
も
の
で
、
モ
ミ
ジ
の

オ
ー
ナ
ー
を
一
口
５
、０
０
０
円
で
、

昭
和
の
年
数
に
合
わ
せ
た
64
口
に
限

定
し
、
市
内
か
ら
募
集
し
ま
し
た
。

植
樹
さ
れ
た
モ
ミ
ジ
は
３
年
も
の

で
、
高
さ
１
・
５
㍍
ほ
ど
。

参
加
者
ら
は「
結
婚
30
周
年
記
念
」、

「
入
学
記
念
」
な
ど
と
書
か
れ
た
プ

レ
ー
ト
を
立
て
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
込
め
て
植
樹
し
ま
し
た
。

昭
和
の
日
を
記
念

モ
ミ
ジ
を
植
樹

４
月
22
日
、
国
分
特
攻
基
地
戦
没

者
慰
霊
祭
が
陸
上
自
衛
隊
国
分
駐
屯

地
正
門
前
に
あ
る
特
攻
基
地
記
念
碑

前
で
厳
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
特
攻
隊
員
の
遺
族
ら

約
２
０
０
人
が
参
列
し
、
め
い
福
を

祈
り
ま
し
た
。

国
分
・
溝
辺
特
攻
慰
霊
碑
保
存
委

員
会
の
委
員
長
で
も
あ
る
前
田
市
長

が
「
こ
れ
か
ら
も
恒
久
平
和
の
た
め

に
努
力
し
ま
す
」
と
慰
霊
の
こ
と
ば

を
述
べ
ま
し
た
。
遺
族
会
代
表
が
あ

い
さ
つ
し
た
後
、
参
列
者
は
献
花
を

し
、
二
度
と
惨
劇
を
繰
り
返
さ
な
い

よ
う
誓
い
ま
し
た
。

ま
た
、
参
列
者
は
溝
辺
町
の
上
床

公
園
に
あ
る
特
攻
慰
霊
碑
に
も
参
拝

し
ま
し
た
。

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2007.6, Japan
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ピ
ア
ニ
シ
モ
・
ピ
ア
ニ
シ
モ

（
辻　

仁
成
）
建
て
て
い

い
？
（
中
島
た
い
子
）メ
ル
カ
ト
ル

（
長
野
ま
ゆ
み
）悪
人
（
吉
田
修
一
）

ま
ん
ま
こ
と
（
畠
中　

惠
）水
上
の

パ
ッ
サ
カ
リ
ア（
海
野　

碧
）だ
か
ら
、

僕
は
学
校
へ
行
く
（
乙
武
洋
匡
）登

紀
子
ば
あ
ば
の
お
料
理
た
し
な
み
帖

（
鈴
木
登
紀
子
）月
光
ス
イ
ッ
チ
（
橋

本　

紡
）ま
ほ
ろ
ば
の
国
で
（
さ
だ

ま
さ
し
）心
相
カ
ラ
ー
で
ツ
キ
を
呼

ぶ
（
宮
城　

悟
）ヒ
マ
ラ
ヤ
に
か
け

る
橋
（
根
深　

誠
）健
康
問
答
（
五

木
寛
之
）心
に
の
こ
る
日
本
の
歌
１

０
１
選
（
長
田
暁
二
）不
動
心
（
松

井
秀
喜
）内
臓
脂
肪「
そ
う
じ
」力（
旭

丘
光
志
）笑
い
の
絶
え
な
い
家
・
病

気
に
な
る
家
（
外
丸　

裕
）つ
ぶ
つ

ぶ
雑
穀
ご
ち
そ
う
ご
は
ん
（
大
谷
ゆ

み
こ
）お
い
し
く
食
べ
る
山
野
草（
吉

村　

衛
）片
づ
け
ら
れ
な
い
女
の
た

め
の
こ
ん
ど
こ
そ
片
づ
け
る
技
術

（
池
田
暁
子
）投
資
信
託
に
だ
ま
さ
れ

る
な
（
竹
川
美
奈
子
）ゆ
う
や
け
ご

は
ん
い
た
だ
き
ま
す
（
長
崎
夏
海
）

健
太
が
ゆ
く
（
小
松
健
太
）ま
ほ
う

の
恐
竜
も
の
さ
し
（
パ
ト
リ
シ
ア
・

ラ
イ
リ
ー
・
ギ
フ
）よ
し
お
く
ん
が

ぎ
ゅ
う
に
ゅ
う
を
こ
ぼ
し
て
し
ま
っ

た
お
は
な
し
（
及
川
賢
治
）ア
ネ
ゴ

ン
た
い
タ
ロ
ラ（
あ
き
や
ま
た
だ
し
）

お
さ
る
の
か
く
れ
ん
ぼ
（
い
と
う
ひ

ろ
し
）ト
コ
ト
コ
さ
ん
ぽ
（
ス
ズ
キ

コ
ー
ジ
）

【
霧
島
市
立
図
書
館
】

霧島市立図書館に
おいでください。
霧島市７か所の図書館（室）で
本が借りられます。

国分図書館／☎64-0918
①	９:30〜21:00
②	12月29日〜１月3日
	 特別整理期間／６月中の10日間

隼人図書館／☎43-7574
①	平日／10:00〜19:00
	 土・日・祝日／９：00〜17：00
②	月曜日
	 12月29日〜１月3日
	 特別整理期間／12月中10日以内

溝辺図書室／☎58-3191
①	８:30〜19:00
②	12月29日〜１月3日

横川図書室／☎72-1596
①	９:00〜17:00
②	火曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

牧園図書室／☎78-3349
①	８:30〜19:00
②	12月29日〜１月3日

霧島図書室／☎57-0316
①	月・水・金／８:30〜17:00
	 火・木・土／８:30〜20:00
②	日曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

福山図書室／☎56-2026
①	８:30〜17:00
②	土・日曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

【① 開館時間　② 休館日】

溝
辺
町
竹た
か

子ぜ

地
区
の
豊
か
な
田
園

風
景
に
囲
ま
れ
た
中
に
竹
子
小
学
校

は
あ
り
ま
す
。
明
治
14
年
に
創
立
さ

れ
、
63
人
（
男
子
33
人
、
女
子
30
人
）

の
児
童
が
学
ん
で
い
ま
す
。「
た
く

ま
し
く
、
か
し
こ
く
、
全
力
を
つ
く

す
」
を
校
訓
と
し
、
自
ら
考
え
、
心

を
込
め
て
、
精
い
っ
ぱ
い
や
り
ぬ
く

子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
学
校
の
目

標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

米
や
果
樹
栽
培
が
盛
ん
な
地
域
に

あ
る
こ
の
学
校
な
ら
で
は
の
特
徴
と

し
て
、
地
域
と
給
食
セ
ン
タ
ー
、
学

校
が
連
携
し
、
食
に
関
す
る
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
評
価

さ
れ
、
昨
年
度
は
鹿
児
島
県
学
校
給

食
優
良
校
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

食
に
対
す
る
取
り
組
み

同
小
で
は
給
食
時
間
の
過
ご
し
方

は
も
ち
ろ
ん
、
栄
養
士
に
よ
る
特
別

授
業
、
保
護
者
を
対
象
に
し
た
試
食

会
、
親
子
料
理
教
室
を
す
る
な
ど
、

子
ど
も
自
身
や
家
庭
に
お
け
る
食
の

意
識
を
高
め
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
そ
の
一
環
と
し
て
実
践
し

て
い
る
の
が
、
地
元
の
生
産
農
家
で

の
農
業
体
験
。
３
年
生
で
果
樹
栽
培
、

４
年
生
で
お
茶
が
で
き
る
ま
で
、
５

年
生
で
ア
イ
ガ
モ
農
法
に
よ
る
米
作

り
と
、
年
間
を
通
じ
て
体
験
す
る
こ

と
で
、
竹
子
地
区
の
農
業
を
知
り
、

生
産
者
や
食
材
に
感
謝
す
る
心
を
は

ぐ
く
ん
で
い
ま
す
。
学
ん
だ
こ
と
は

発
表
会
を
開
き
、
収
穫
し
た
食
材
は

自
分
た
ち
で
料
理
し
味
わ
い
ま
す
。

ま
た
、
地
元
で
採
れ
た
野
菜
な
ど

は
給
食
に
利
用
さ
れ
、
給
食
献
立
表

に
は
溝
辺
産
の
食
材
が
わ
か
る
よ
う

表
示
す
る
な
ど
工
夫
し
て
い
ま
す
。

同
小
５
年
の
日
高
七な
な

海み

さ
ん
は

「
農
業
体
験
で
食
べ
物
を
作
る
の
は

大
変
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
給
食
は

い
つ
も
残
さ
ず
食
べ
ま
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

食に対する意識を高める学校
食事がもたらす心と体の健康について学ぶ

いつも楽しく給食時間を過ごす子どもたち

給食時間はクラス全員で輪になって食べるなど、食
事にふさわしい環境づくりに努めています。また、その
日の献立に含まれる栄養やねらいを確認してから、食
べるようにしています。それに加え、農業体験などを
通して食材に対する興味を持たせることで、嫌いなも
のを少しずつなくすよう指導しています。食べることは
生きるうえでとても大切なこと。飽食の時代だからこそ、
子どもたちには食の大切さを学び、食品を選んで食べ
る能力を養っていってほしいですね。

◎
４
年
担
任
（
保
健
主
任
）

杉　

靖
子
先
生

竹子小学校
食に関する指導

百年恋人
新堂　冬樹 著
女子高生の愛子は、ある日ひと
りの少年・透と出会う。次第に
ひかれあうふたり。しかしそれは、
決して許されない恋だった…。
現代によみがえるロミオとジュリ
エット。

しずく
西　加奈子 著
１０年ぶりくらいで偶然再会した
幼なじみ。なぜか彼女とふたりで、
ロスへ旅行することに・・・。「ラン
ドセル」をはじめ、少し笑えて結
構せつない、「女どうし」を描く６
つの物語。

帰ってきた船乗り人形
ルーマ・ゴッデン 作
ぼくが船に乗って、お兄さんた
ちをさがしに行くよ！女の人形ば
かりがくらす人形の家にやって
来た、船乗り人形の男の子カー
リーは、いなくなった男の人形た
ちをさがそうと…？人形たちをい
きいきと描いた物語。

やだ！
ジェズ・オールバラ 作・絵
水あびしていた、小猿のジョジョ
くん。お昼寝の時間になって
も、まだまだ遊びたりなくて、ママ
のいうことをききません。ママは
あきれてしまって…。やんちゃな
ジョジョくんがますますかわいい！
「ぎゅっ」シリーズ第３弾。

i
n

t
r

o
d

u
c

t
i

o
n

心
に
刻
む
確
か
な
一
冊
を
。

今
月
の
新
刊
。



イワシの煮つけ （4人分）
〈材料〉イワシ（中）…８尾、梅ぼし…小 4 個
〈調味料〉A（酒･･･ 40cc、みりん…30cc、さと

う･･･大さじ１～ 1.5 杯、しょう油･･･ 30cc） 
〈作り方〉①イワシは頭と内臓をとり、身もよ

く洗っておきます。②鍋に調味料 A と少々の
水をいれて煮立て、イワシと梅ぼしを入れ、中
火で煮ます。こうすると魚の臭みがぬけ、梅ぼ
しの酸で骨も柔らかくなり、おいしく煮上がり
ます。

レ シ ピ
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霧
島
の
風
味
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

春に甘酸っぱい香りを漂わせ
小雪が舞うように咲き始めた
梅の花、初夏になり、青く大き
な梅をたわわに実らせた。

s
l

o
w

 
f

o
o

d

今
が
旬
�
霧
島
産

梅
ぼ
し
で
作
る
魚
料
理

「
今
年
の
冬
は
２
月
が
全
体
的
に
暖
か
く
３
月
に

寒
い
日
が
続
い
た
た
め
、
梅
の
花
の
開
花
が
遅
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
お
そ
霜
が
災
い
し
て
実
の
数
が
昨
年

よ
り
随
分
少
な
い
」
と
話
す
南な
ん

原ば
ら

勇
雄
さ
ん
と
キ
リ

子
さ
ん
夫
婦
。

南
原
さ
ん
は
、
牧
園
町
の
三
体
地
区
で
製
茶
業
を

営
む
傍か
た
わら

、
自
宅
裏
や
茶
畑
周
辺
、
近
く
の
山
林
脇

に
あ
る
60
年
～
１
０
０
年
生
の
梅
の
木
20
数
本
か
ら

梅
を
収
穫
し
出
荷
し
て
い
ま
す
。

梅
の
歴
史
は
古
く
、
東
ア
ジ
ア
だ
け
に
生
育
し
、

中
国
が
原
産
地
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
へ
は
、

約
１
、
５
０
０
年
前
、
薬
用
の
烏ウ

梅バ
イ

と
し
て
伝
来
、

こ
れ
は
青
梅
を
燻く
ん

製せ
い

・
乾
燥
し
た
も
の
で
現
在
で
も

漢
方
薬
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
梅
の
語
源
は

「
熱う

む
実
」「
う
つ
く
し
く
め
ず
ら
し
い
」
か
ら
き
た

語
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

脚
立
に
乗
っ
て
梅
を
収
穫
す
る
の
は
勇
雄
さ
ん
、

キ
リ
子
さ
ん
が
脚
立
を
支
え
ま
す
。
普
通
は
木
の
下

に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
い
て
長
い
棒
で
枝
を
た
た
い

て
収
穫
し
ま
す
が
、
南
原
さ
ん
は
腰
に
ぶ
ら
下
げ
た

ノ
コ
ギ
リ
で
枝
を
切
り
、
奥
さ
ん
の
背
負
っ
て
い
る

籠か
ご

の
中
へ
。
こ
と
わ
ざ
に
「
桜
切
る
馬
鹿
、
梅
切
ら

ぬ
馬
鹿
」
と
あ
る
よ
う
に
枝
を
切
っ
て
収
穫
し
ま
す
。

梅
と
い
え
ば
、
ま
ず
「
梅
ぼ
し
」
を
想
像
さ
れ
る

か
た
も
多
い
の
で
は
、
梅
ぼ
し
と
聞
い
た
だ
け
で
ツ

バ
が
出
ま
せ
ん
か
。

梅
ぼ
し
の
効
用
と
し
て
、
整
腸
作
用
や
殺
菌
効
果
、

疲
労
回
復
、
食
欲
増
進
な
ど
が
昔
か
ら
い
わ
れ
、
暑

い
と
き
に
は
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
も
の
が
欲
し
く
な
る

の
で
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
ぴ
っ
た
り
の
食
品
で
す
。

南
原
さ
ん
の
梅
は
、
牧
園
町
特
産
品
協
会
で
、
６

月
中
旬
ご
ろ
ま
で
並
び
ま
す
。

◎
牧
園
町
特
産
品
協
会
☎
（
78
）
２
７
４
１

◎牧園町三体堂　南原 勇雄さん・キリ子さん



Profile

一
つ
一
つ
の
言
葉
の
意
味
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
川
﨑
總そ
う

六ろ
く

さ
ん
は
、
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
な
ん
て
ん
」

の
会
長
。「
な
ん
て
ん
」
は
隼
人
町
の
公
民
館
教
室
の
点
字

教
室
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

発
足
、
今
年
で
10
年
目
を
迎
え
ま
す
。
広
報
誌
や
小
説
、
電

化
製
品
の
取
扱
説
明
書
、
大
学
講
義
の
テ
キ
ス
ト
な
ど
の
点

訳
を
し
て
い
ま
す
。
川
﨑
さ
ん
が
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
仕

事
を
や
め
て
何
を
し
よ
う
か
と
迷
っ
て
い
た
と
き
、
小
学
校

４
年
生
の
お
孫
さ
ん
か
ら
、「
点
訳
を
し
た
ら
、
み
ん
な
が

喜
ぶ
よ
」
と
い
う
何
気
な
い
言
葉
。（
ぼ
け
防
止
の
つ
も
り

で
や
っ
て
み
る
か
）
と
い
う
軽
い
気
持
ち
か
ら
で
し
た
。

お
た
く
何
点
、
う
ち
６
点

点
字
の
一
文
字
は
50
音
の
一
文
字
と
同
じ
で
「
あ
」
と
い

う
文
字
も
６
つ
の
点
の
構
成
で
表
し
ま
す
。
こ
れ
を
６
点
点

字
と
い
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
８
点
点
字
、
10
点
点
字
が
あ
り

ま
す
。
グ
ル
ー
プ
名
の
「
な
ん
て
ん
」
も
「
何
点
で
や
っ
て

る
ん
で
す
か
」
と
聞
か
れ
る
の
で
「
な
ん
て
ん
」。
こ
れ
に

は
ほ
か
に
、
南・

九
州
の
点・

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
災
い
を
福
に

変
え
る
と
い
う
植
物
の
「
南
天
」
の
意
味
も
あ
る
そ
う
で
す
。

点
訳
は
点
字
翻
訳
の
略
で
、
以
前
は
手
で
紙
に
穴
を
開
け

る
手
打
ち
点
訳
で
し
た
が
、
今
は
パ
ソ
コ
ン
点
訳
に
な
り
、

早
く
そ
し
て
、
修
正
も
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
デ
ー
タ

の
や
り
取
り
が
出
来
る
た
め
、
鹿
児
島
で
打
っ
た
点
訳
本
も

電
子
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
と
全
国
ど
こ
で
も
読
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
無
味
乾
燥
な
感
じ
が
し
て
慣
れ
る
ま
で
は
面
白
み

が
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
慣
れ
て
く
る
と
サ
ー
と
打
つ
だ

け
で
は
な
く
「「
亡
夫
」
と
「
亡
父
」
は
「
ボ
ー
フ
」
と
点

訳
す
る
が
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
」
と
、
今
は
一
つ

一
つ
の
言
葉
の
意
味
を
考
え
な
が
ら
打
つ
そ
う
で
す
。

点
訳
に
興
味
の
あ
る
か
た
も
募
集
中
で
す
。
人
の
役
に
立

つ
こ
と
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

THE SCENE

霧島に生きる

s
l

o
w

 
l

i
f

e

川
﨑
總
六
さ
ん
�

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
な
ん
て
ん
」
代
表
者

昭
和
10
年
１
月
15
日
、
桜
島
生

ま
れ
。

昭
和
30
年
に
自
衛
隊
に
入
隊
。

北
海
道
、
東
北
、
関
東
で
勤
務
。

昭
和
53
年
か
ら
陸
上
自
衛
隊
国

分
駐
屯
地
勤
務
。
昭
和
63
年
に

退
職
後
、
平
成
12
年
か
ら
点
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
入
会
。
平
成
16

年
か
ら
は｢

な
ん
て
ん｣

の
代
表
者

と
し
て
活
動
中
。
現
在
、
隼
人
町

住
吉
で
妻
の
ち
な
さ
ん
と
２
人

暮
ら
し
。

一つ一つの言葉を大切に

点訳するものは広報誌、電化製品の取扱説明書、大学の講義用
テキスト、料理のレシピなど数多い。家の図面も点訳できます。

「中学校のころから興味がありました。勉強は難しいですが早く人
の役に立てるようになりたいです」と吉村里子さん（左：国分重久）

「
な
ん
て
ん
」
は
毎
週
火
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
11
時
ま
で
隼

人
総
合
支
所
前
の
霧
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
２
階
で
活
動
中
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
な
ん
て
ん
」
川
﨑
總

六
☎
（
43
）
４
１
９
１

「
な
ん
て
ん
」
は
毎
週
火
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
11
時
ま
で
隼

人
総
合
支
所
前
の
霧
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
２
階
で
活
動
中
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
な
ん
て
ん
」
川
﨑
總

六
☎
（
43
）
４
１
９
１

「
な
ん
て
ん
」
は
毎
週
火
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
11
時
ま
で
隼

人
総
合
支
所
前
の
霧
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
２
階
で
活
動
中
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
な
ん
て
ん
」
川
﨑
總

六
☎
（
43
）
４
１
９
１
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県内最古の木造駅舎「大隅横川駅」の真ん前
が生家で多感な時期に温かい思いやりに満ちた
周囲の愛情に育まれたと感謝しています。霧島
は大きな可能性と潜在力に優れ魅力に満ち溢れ
ています。それを素材に新たなメニューと情報の
発信を官民あげて果たされることを期待します。

原
口
悟
郎
さ
ん（
61
）

霧
島
市
首
都
圏

ふ
る
さ
と
会
副
会
長
兼
幹
事
長

（
関
東
よ
っ
が
わ
会
会
長
）

◎
横
川
出
身

こ
こ
霧
島
は

私
た
ち
の
故ふる
さ
と郷

「
首
都
圏
霧
島
市
ふ
る
さ
と
会
設
立
祝
賀
懇

親
会
」
が
、
５
月
12
日
に
東
京
で
ふ
る
さ
と
霧

島
市
を
応
援
し
よ
う
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
関
東
在
住
の
出
身
者
ら
約
４
３
０
人
。

ふ
る
さ
と
を
遠
き
に
あ
り
て
想
う

「
ア
メ
リ
カ
軍
の
弾だ
ん

痕こ
ん

跡
が
残
る
大
隅
横
川

駅
か
ら
高
校
へ
通
学
し
た
こ
と
」「
真し
ん

孝こ
う

原ば
る

の

大
根
畑
の
中
を
隼
人
中
学
校
へ
通
っ
た
こ
と
」

「
食
料
が
少
な
く
食
べ
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た

こ
と
」「
す
き
っ
腹
で
野
山
を
駆
け
回
っ
た
こ

と
」。
遠
く
離
れ
て
い
て
も
霧
島
で
の
思
い
出

は
同
じ
で
す
。

「
市
の
応
援
団
と
し
て
ふ
る
さ
と
発
展
に
協

力
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
前
田
終
止
市
長
の
呼

び
か
け
に
旧
市
町
出
身
者
ご
と
の
同
郷
会
の
皆

さ
ん
の
協
力
で
、
昨
年
７
月
に
「
首
都
圏
霧
島

市
ふ
る
さ
と
会
」
が
設
立
。
市
が
進
め
る
観
光

客
、
企
業
誘
致
、
移
住
促
進
な
ど
に
も
大
き
な

力
と
な
り
ま
す
。

先
月
５
月
12
日
に
東
京
の
渋
谷
で
設
立
祝
賀

懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
東
京
都
、
千
葉
県
、

埼
玉
県
、
神
奈
川
県
な
ど
関
東
近
県
の
出
身
者

約
３
１
０
人
、
来
賓
45
人
、
霧
島
市
か
ら
も
市

民
や
市
長
・
市
議
会
議
員
ら
77
人
な
ど
約
４
３

０
人
が
熱
き
望
郷
の
想
い
と
、
奮
闘
し
て
い
る

現
在
の
霧
島
市
の
現
状
な
ど
を
語
り
合
い
、
ま

た
歌
謡
シ
ョ
ー
や
九
面
太
鼓
、
踊
り
な
ど
も
あ

り
焼
酎
を
片
手
に
会
場
は
和
や
か
な
ム
ー
ド
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

地
元
の
た
め
に

関
東
霧
島
会
、
関
東
国
分
会
、
関
東
よ
っ
が

わ
会
、薩
摩
隼
人
会
、首
都
圏
き
り
し
ま
牧
園
会
、

東
京
溝
辺
会
、
福
山
町
わ
か
み
こ
会
が
中
心
と

な
り
設
立
、
初
代
会
長
に
は
関
東
国
分
会
会
長

で
昭
和
大
学
学
長
の
細
山
田
明
義
さ
ん
（
国
分

重
久
出
身
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
会
を
立
ち
上
げ
る
に
は
、
会
員
数

や
考
え
方
、
活
動
状
況
な
ど
も
違
い
、
足
並
み

を
そ
ろ
え
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
し
た
。
そ
れ

を
や
り
遂
げ
た
の
は
「
地
元
霧
島
の
た
め
」
と

い
う
一
言
。
こ
の
祝
賀
懇
親
会
を
開
催
す
る
に

あ
た
っ
て
も
、
役
員
の
皆
さ
ん
が
一
丸
と
な
っ

て
熱
い
気
持
ち
で
取
り
組
ん
だ
成
果
で
し
た
。

今
後
、
首
都
圏
霧
島
市
ふ
る
さ
と
会
で
は
関

係
者
の
交
流
と
親
睦
を
図
り
、
こ
の
会
の
周
知

や
若
い
人
に
対
す
る
呼
び
か
け
な
ど
を
続
け
な

が
ら
ふ
る
さ
と
霧
島
市
の
応
援
団
と
し
て
活
動

を
続
け
ま
す
。

会員が一丸となってふるさと霧島市の発展と
首都圏の関係者の交流親睦に努めてまいり
ます。そして霧島市が企業誘致による産業振
興が進み、人々の生活の安定に結び付けられ
るような発信をしたいと思います。また観光、
農産物など特産品のPRにも務めてまいります。

細山田 明義さん（71）
首都圏霧島市ふるさと会会長首都圏霧島市ふるさと会設立祝賀懇親会

観光客、企業誘致、移住促進に大きな期待。
平成18年7月に首都圏霧島市ふるさと会が発足。

そして今年5月、設立祝賀懇親会が東京で開かれ、
関東近県の出身者と霧島市からの参加者約430人。

遠く離れていても何年経ってもふるさとを愛する気持ちは変わりません。

会場で５人の会長にお
聞きしました。（福山
地区の会長は都合によ
り欠席）

国分出身

「きりしま山がくっきりと双葉も両手をあげる朝
…」（小学校歌）など高校まで風光を称

たた

える校
歌を歌いながら育ちました。年に１度くらい牧
園に帰りますが、いつ帰っても空気と水がうま
い。この恩恵がいつまでも続き、また一人でも
多くの人に味わってほしいと願っています。

下
南
拓
夫
さ
ん（
64
）

首
都
圏
霧
島
市

ふ
る
さ
と
会
副
会
長

（
首
都
圏
き
り
し
ま
牧
園
会
会
長
）

◎
牧
園
出
身

小浜の海で泳ぎ、魚や貝をとって腹の足しにした
こと、山を越え真孝原の大根畑の中を隼人中へ
通った日を思い出します。霧島市に温泉と山と海
を活かし、電気を一切使わずすべて太陽光を活
用した賃貸の別荘があればなと思います。農作
業の真似をしたいし海で魚釣りもしたいですね。

堀
之
内
輝
雄
さ
ん（
68
）

首
都
圏
霧
島
市

ふ
る
さ
と
会
副
会
長

（
薩
摩
隼
人
会
会
長
）

◎
隼
人
出
身

明治神宮で馬踊りを見ていたとき、昔、ふるさ
とにも馬踊りの一行が訪れていたことを思い出
しました。霧島は自然に恵まれ、古代伝説に触
れられる一方、人口が増え若者たちで活気ある
地域と高齢、過疎化の地域も存在しています。
これらのバランスある舵

かじ

取りを期待しています。

野
元
隆
生
さ
ん（
62
）

首
都
圏
霧
島
市

ふ
る
さ
と
会
副
会
長

（
東
京
溝
辺
会
会
長
）

◎
溝
辺
出
身

すきっ腹で野山を駆け巡ったことは記憶に残っ
ていますが、後はすっかり忘れてしまいました。
霧島の魅力は第一に神話の里や日本初の国立
公園山系、万民が認める豊かな自然環境があ
り、これを売りに観光に付随する事業を誘致す
るなど観光立国を目指してほしいです。

窪
田　

久
さ
ん（
73
）

首
都
圏
霧
島
市

ふ
る
さ
と
会
副
会
長

（
関
東
霧
島
会
会
長
）

◎
霧
島
出
身

霧島地区「神話の里公園」からの眺望
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霧
島
市
営
墓
地
の

使
用
者
募
集
に
つ
い
て

墓
地
区
画
の
返
還
な
ど
に
伴
っ
て

区
画
に
空
き
が
で
ま
し
た
の
で
、
新

し
く
墓
地
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

使
用
者
は
、
お
申
込
い
た
だ
い
た

か
た
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

な
お
、
抽
選
当
日
に
欠
席
し
た
場
合

は
辞
退
し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

６
月
18
日
（
月
）
～
29
日
（
金
）

【
申
込
方
法
】

本
庁
ま
た
は
各
総
合
支
所
の
窓
口

で
直
接
お
申
込
く
だ
さ
い
。

【
申
込
資
格
】

・���

本
市
に
本
籍
ま
た
は
住
所
を
有
す

る
世
帯
主
で
あ
る
こ
と
。

・���

５
年
以
内
に
納
骨
施
設
を
建
立
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

【
申
込
窓
口
】

・
本
庁
環
境
衛
生
課

・
隼
人
総
合
支
所
市
民
課

・
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

【
抽
選
日
】

８
月
３
日
（
金
）

【
抽
選
会
場
】

・
霧
島
市
役
所�

【
使
用
料
】

墓
地
の
使
用
料
は
表
の
と
お
り
で

す
。
抽
選
会
場
に
て
徴
収
し
ま
す
の

で
、
事
前
に
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎���

問
い
合
わ
せ
先
＝
環
境
衛
生
課
環

境
保
全
係
☎
（
64
）
０
９
５
０

環
境
レ
タ
ー（
作
文
）を

募
集
し
ま
す

鹿
児
島
県
で
は
、
小
・
中
学
生
を

対
象
に
、「
か
ご
し
ま
こ
ど
も
環
境

大
臣
」
を
任
命
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
環

境
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
な
が
ら
地
域

や
学
校
の
環
境
保
全
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

優
秀
作
品
に
選
ば
れ
る
と
、「
か

ご
し
ま
こ
ど
も
環
境
大
臣
」
に
任
命

さ
れ
ま
す
。

【
応
募
対
象
】

県
内
に
居
住
の
小
学
生
・
中
学
生

【
応
募
方
法
】

応
募
申
込
書
（
市
の
環
境
担
当
課

に
も
設
置
）
に
ご
記
入
の
上
、
作
文

と
合
わ
せ
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
先
】

〒
８
９
２―

０
８
１
６
鹿
児
島
市

山
下
町
14―
50
「
生
命
と
環
境
の
学

習
館
」
あ
て
☎
０
９
９
（
８
０
５
）

０
１
５
８

【
テ
ー
マ
】

環
境
保
全
に
関
わ
り
の
あ
る
も
の

な
ら
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。
た
だ
し
、

で
き
る
だ
け
実
体
験
に
基
づ
い
た
内

容
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
限
】

６
月
29
日
（
金
）
必
着

◎���

問
い
合
わ
せ
先
＝
環
境
衛
生
課
環

境
保
全
係
☎
（
64
）
０
９
５
０

in
fo

r
m

a
tio

n
 

0
1

E nvironment ◎環境情報T ax ◎税務情報

我
が
家
は
大
丈
夫
？

６
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で

｢
土
砂
災
害
防
止
月
間｣

集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
土
砂
災
害

が
心
配
さ
れ
る
こ
の
時
期
に
、
土
砂

災
害
防
止
に
対
す
る
市
民
の
理
解
と

関
心
を
深
め
、
災
害
知
識
の
普
及
を

図
る
と
と
も
に
、
警
戒
避
難
体
制
の

整
備
な
ど
を
促
進
し
、
被
害
の
防
止

や
軽
減
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

『
一
瞬
に
し
て
人
命
や
財
産
を
奪
う

土
砂
災
害
』
土
石
流
、
地
す
べ
り
、

が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害
の
ほ
と

ん
ど
が
長
雨
や
大
雨
が
引
き
金
と

な
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

１
、
雨
の
降
り
方
、
情
報
に
注
意
を

土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
高

ま
っ
た
と
き
に
、「
土
砂
災
害
警
戒

情
報
」
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
こ
の
情

報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
雨
量
情

報
な
ど
に
注
意
し
て
自
主
的
な
避
難

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
１
時
間
に
20

ミ
リ
以
上
、
ま
た
降
り
始
め
か
ら
１

０
０
ミ
リ
以
上
の
降
雨
量
に
な
っ
た

ら
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

２
、
こ
ん
な
前
ぶ
れ
に
注
意
を

土
砂
災
害
の
一
般
的
な
前
ぶ
れ
は

次
の
よ
う
な
現
象
で
す
。

土
石
流

・
山
鳴
り
が
す
る
。

・�

雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
、
川

の
水
位
が
下
が
る
。

・��

川
の
流
れ
が
濁
っ
た
り
、
流
木
が

混
ざ
り
始
め
る
。

地
す
べ
り

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。

・
沢
や
井
戸
の
水
が
濁
る
。

・
斜
面
か
ら
水
が
吹
き
出
す
。

が
け
崩
れ

・
が
け
か
ら
の
水
が
濁
る
。

・
が
け
に
亀
裂
が
入
る
。

・
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
て
く
る
。

３
、
危
険
箇
所
は
知
っ
て
い
ま
す
か

家
の
近
く
に
あ
る
土
砂
災
害
危
険

箇
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎���

問
い
合
わ
せ
先
＝
土
木
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
の
建
設
課（
土
木
課
）

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
☎

（
63
）
３
１
１
１
・
姶
良
・
伊
佐

地
域
振
興
局
建
設
部
湧
水
支
所
☎

（
74
）
３
１
０
１

４
、
避
難
場
所
は
決
め
て
い
ま
す
か

普
段
か
ら
家
族
全
員
で
避
難
場
所

や
避
難
す
る
道
順
を
決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
災
害
が
起
き
る
時
、
家
族

全
員
が
一
緒
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
避

難
場
所
を
知
っ
て
お
け
ば
安
心
で
す
。

避
難
場
所
は
、
各
世
帯
に
お
配
り
し

て
い
る
防
災
マ
ッ
プ
に
掲
載
し
て
あ

り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
安
心
安
全
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
（
た
だ
し
、

隼
人
総
合
支
所
は
総
務
課
）
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５
、
逃
げ
方
を
知
っ
て
い
ま
す
か

土
石
流
は
速
度
が
速
い
た
め
、
流

れ
を
背
に
し
て
逃
げ
た
の
で
は
追
い

つ
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
土
砂
の
流

れ
る
方
向
に
対
し
て
直
角
に
逃
げ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
早
め

の
避
難
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

健
康
運
動
普
及
推
進
員
の

養
成
講
座
の
募
集
に
つ
い
て

健
康
運
動
普
及
推
進
員
と
は
、
健

康
づ
く
り
の
た
め
に
市
民
に
健
康
と

運
動
の
知
識
を
普
及
し
、
日
常
生
活

の
中
に
運
動
習
慣
を
取
り
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
、
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ

く
か
た
で
す
。

活
動
の
内
容
と
し
て
は
、
無
理
な

く
、
楽
し
く
で
き
る
も
の
を
取
り
入

れ
て
お
り
、
例
え
ば
多
く
の
か
た
に

親
し
ま
れ
て
い
る
音
楽
に
合
わ
せ
て

タ
オ
ル
体
操
な
ど
を
普
及
し
て
い
ま

す
。現

在
、
霧
島
市
に
は
健
康
運
動
普

及
推
進
員
が
国
分
地
区
17
人
、
隼
人

地
区
27
人
、
牧
園
地
区
7
人
の
計
51

人
い
ま
す
。

今
回
の
養
成
講
座
は
健
康
運
動
普

及
推
進
員
が
い
な
い
溝
辺
・
横
川
・

霧
島
・
福
山
地
区
を
優
先
に
募
集
し

ま
す
。
健
康
運
動
普
及
推
進
員
の
養

成
講
座
は
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

・���

対
象
＝
お
お
む
ね
70
歳
以
下
で
運

動
に
関
心
が
あ
っ
て
推
進
員
活
動

を
し
て
い
た
だ
け
る
か
た

・
募
集
人
員
＝
50
人

・���

申
込
期
間
＝
６
月
20
日
（
水
）
～

29
日
（
金
）

◎���

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先=

健
康

増
進
課
☎
（
64
）
０
９
０
５

D isaster measures ◎防災情報H ealth ◎健康情報

市
県
民
税
の

納
税
通
知
書
に
つ
い
て

平
成
19
年
度
市
県
民
税
納
税
通
知

書
は
、
平
成
18
年
中
の
所
得
に
基
づ

き
課
税
し
、
通
知
す
る
も
の
で
す
。

納
期
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
納
付
に
あ
た
っ
て
の
注
意

納
期
限
は
、
各
期
別
納
付
書
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
年
分
ま

と
め
て
納
付
さ
れ
る
場
合
は
、
１
期

か
ら
４
期
ま
で
の
納
付
書
４
枚
で
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。（
全
期
前
納

報
奨
金
は
廃
止
に
な
っ
て
い
ま
す
）

預
貯
金
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の

手
続
き
を
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
納

税
通
知
書
の
み
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
今
年
度
の
主
な
変
更

①
税
率
の
改
正

平
成
19
年
度
よ
り
国
か
ら
地
方
へ

の
税
源
移
譲
に
伴
い
、
総
合
課
税
の

所
得
割
の
税
率
構
造
が
累
進
税
率
か

ら
比
例
税
率
と
な
り
一
律
10
㌫
（
市

民
税
６
㌫
・
県
民
税
４
㌫
）
に
改
正

に
な
り
ま
し
た
。

②
調
整
控
除

税
源
移
譲
に
よ
る
個
人
の
負
担
増

を
調
整
す
る
た
め
、
所
得
税
と
住
民

税
の
人
的
控
除
（
基
礎
控
除
や
扶
養

控
除
な
ど
）
の
差
に
応
じ
た
税
額
控

除
が
さ
れ
ま
す
。

③
定
率
減
税

平
成
19
年
度
課
税
よ
り
定
率
減
税

廃
止
さ
れ
ま
す
。　

④���

山
林
所
得
の
五
分
五
乗
、
平
均
課

税
の
規
程
の
廃
止

山
林
所
得
の
五
分
五
乗
、
変
動
所

得
や
臨
時
所
得
に
係
る
平
均
課
税
の

規
定
に
つ
い
て
は
、
所
得
割
の
税
率

を
比
例
税
率
化
す
る
こ
と
に
伴
い
廃

止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

⑤���

住
民
税
の
老
年
者
非
課
税
措
置
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
経
過
措
置

が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
1
月
1
日
現
在
、
65
歳

以
上
の
か
た
で
、
前
年
の
合
計
所
得

が
１
２
５
万
円
以
下
の
か
た
は
、
平

成
17
年
度
ま
で
住
民
税
が
非
課
税
で

し
た
が
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
公
平
に

負
担
を
分
か
ち
合
う
と
い
う
観
点
か

ら
、
こ
の
措
置
が
平
成
18
年
度
か
ら

廃
止
さ
れ
現
役
世
代
と
同
様
の
制
度

が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

急
激
な
税
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
経

過
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

経
過
措
置
と
し
て
平
成
18
年
度
は

税
額
の
３
分
の
２
を
減
額
、
平
成
19

年
度
は
税
額
の
３
分
の
１
を
減
額
、

平
成
20
年
度
以
降
は
、
全
額
負
担
と

な
り
ま
す
。

【
納
期
限
の
ご
案
内
】

第
１
期
＝
平
成
19
年
７
月
２
日

第
２
期
＝
平
成
19
年
８
月
31
日

第
３
期
＝
平
成
19
年
10
月
31
日

第
４
期
＝
平
成
20
年
１
月
31
日

口
座
振
替
済
通
知
書
に
つ
い
て

口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
て
い
る
か

た
の
口
座
振
替
済
通
知
書
は
、期
別
・

一
括
の
振
替
方
法
に
関
わ
ら
ず
、
平

成
20
年
３
月
末
に
送
付
し
ま
す
。

◎���

問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務
課
市
民
税

グ
ル
ー
プ
☎
（
64
）
０
９
０
２

墓地名（所在地） 空き区画 使用料 区画面積

宇都墓地
（国分上小川 3679 番地）

１区画 20,000 円 ５㎡

久保山墓地公苑
（溝辺町崎森 2809 番地 2）

５区画

58,320 円 6.48 ㎡
しもづる墓地公苑
（溝辺町竹子 164 番地 3）

３区画

期 日 講　座　内　容

8/10
（金）

・開講式、オリエンテーシヨン
・健康チェック（血圧測定など）

8/31
（金）

・生活習慣病（特にメタボリックシンドローム）について
・健康づくりのための食生活 1について

9/14
（金）

・健康づくり対策（霧島市の健康づくりの取り組みについて）
・トレッチ体操の実施

9/28
（金）

・健康づくりと運動（運動障害と予防）
・ヘルスチェック（脈のとり方などの実習）

10/18
（木）

・救急法について
・救急法（実習）

10/31
（水）

・健康づくりのための運動
・体力測定

11/16
（金）

・ストレス・タバコ・アルコールなどが健康に与える影響
・島唄・島踊り、ゲーム

11/29
（木）

・健康づくりのための食生活 2について
・調理実習

12/7
（金）

・健康づくりのための休養
・楽しくレクリェーション

12/21
（金）

・高齢者の健康（含）認知症予防について
・転ばないための体操の実施

1/10
（木）

・運動の種類と消費エネルギー
・ウォーキングの実施

1/23
（水）

・地域の皆で運動を楽しむには
・運動普及推進員との交流

2/29
（金） ・終了式・今後の活動について

※  詳細につきましては、申込者に後日、通知します。

健康運動普及推進員養成講座
（場所）いきいき国分交流センター

広報きりしま  1819  Kirishima City Public Relations, 2007.6, Japan



富隈城跡の石垣

城
の
い
ろ
い
ろ
【
其
の
２
】

８
０
２
０
運
動
（
80
歳
で
20
本
の
歯
を
残
し
、

な
ん
で
も
自
分
の
歯
で
食
べ
ま
し
ょ
う
と
い
う

運
動
）
が
平
成
元
年
に
提
唱
さ
れ
て
以
来
約
20

年
に
な
り
ま
す
。
歯
・
口
の
健
康
は
全
身
の
健

康
と
大
き
く
関
連
し
、
特
に
高
齢
に
な
っ
て
か

ら
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
自
立
し
て
生
活
す
る
能
力
）
や

Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
維
持
に
不
可
欠
な
も

の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

う
蝕
（
む
し
歯
）
と
歯し

周し
ゅ
う

病び
ょ
う（

歯し

槽そ
う

膿の
う

漏ろ
う

）

は
歯
を
失
う
第
一
要
因
で
あ
り
、
こ
れ
を
予
防

す
る
こ
と
が
健
康
な
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
う
蝕
予
防
は
そ
の
第
一
歩
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

早
期
発
見
・
治
療
で
は
遅
い
？

と
こ
ろ
で
、
歯
に
は
う
蝕
に
か
か
り
や
す
い

時
期
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
歯
の
生
え
は
じ
め

か
ら
約
５
年
間
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
む
し
歯

は
こ
の
時
期
に
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
人
間
の
一
生

で
い
え
ば
、
乳
幼
児
か
ら
中
学
生
く
ら
い
ま
で

の
間
に
発
症
を
予
防
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
後

に
う
蝕
に
か
か
る
可
能
性
は
か
な
り
低
く
な
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
う
蝕
に
か
か
っ
た
歯
の
多
く
は
治

療
に
よ
っ
て
歯
を
保
存
す
る
処
置
（
保ほ

存ぞ
ん

修し
ゅ
う

復ふ
く

処し
ょ

置ち

）
を
受
け
ま
す
が
、
生
涯
と
い
う
長
い
期

間
で
見
た
場
合
、
生
活
習
慣
や
口
腔
衛
生
状
態

が
変
わ
ら
な
い
と
、
う
蝕
は
再
発
し
て
し
ま
い
、

修
復
処
置
を
繰
り
返
し
な
が
ら
う
蝕
は
重
症
化

す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

フ
ッ
化
物
の
利
用
法

①�

フ
ッ
化
物
配
合
歯
磨
き
剤
・
フ
ッ
化
物
イ
オ

ン
ス
プ
レ
ー
や
フ
ォ
ー
ム
（
泡
剤
）

②
フ
ッ
化
物
洗
口

③
フ
ッ
化
物
歯し

面め
ん

塗と

布ふ

法ほ
う�

①
②
の
方
法
で
は
、
フ
ッ
化
物
が
歯
の
表
面

の
エ
ナ
メ
ル
質
と
反
応
し
て
、
歯
の
表
面
が
非

常
に
溶
か
さ
れ
に
く
い
状
態
を
作
り
ま
す
。

フ
ッ
化
物
配
合
歯
磨
き
剤
は
、
薬
局
・
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

う
が
い
の
で
き
な
い
低
年
齢
児
向
け
の
歯
磨
き

剤
は
歯
科
医
院
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
相

談
し
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
フ
ッ
素
洗
口

液
は
歯
科
医
院
で
フ
ッ
化
物
洗
口
指
導
を
受
け

た
と
き
に
入
手
で
き
ま
す
。
薬
局
で
も
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
歯
科
医
院
で
洗
口
指
導
を
受

け
た
上
で
購
入
す
る
よ
う
に
し
た
ほ
う
が
よ
い

で
し
ょ
う
。

③
の
方
法
で
は
歯
の
表
面
に
フ
ッ
化
カ
ル
シ

ウ
ム
と
い
う
膜
が
で
き
て
、
こ
れ
が
毎
日
少
し

ず
つ
唾だ

液え
き
の
中
に
溶
け
て
い
っ
て
、
フ
ッ
素
イ
オ

ン
の
供
給
源
と
な
り
ま
す
。
供
給
さ
れ
る
イ
オ

ン
の
濃
度
は
低
い
の
で
す
が
、
24
時
間
口
の
中

に
存
在
す
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
個
人

差
は
あ
り
ま
す
が
、
生
成
さ
れ
た
フ
ッ
化
カ
ル

シ
ウ
ム
は
数
か
月
で
す
べ
て
溶
解
し
て
し
ま
い

ま
す
か
ら
、定
期
的
に
（
３
～
４
か
月
に
１
回
）

塗
布
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
方
法

は
家
庭
で
行
う
こ
と
は
で
き
ず
、
歯
科
医
院
で

歯
科
医
師
が
行
う
か
、
歯
科
医
師
の
指
示
を
受

け
た
歯
科
衛
生
士
が
行
い
ま
す
。
フ
ッ
化
物
塗

布
を
歯
科
医
院
で
受
け
る
場
合
、「
う
蝕
多
発
傾

向
者
」
と
判
定
さ
れ
た
場
合
は
保
険
適
用
と
な

り
ま
す
が
、そ
う
で
な
い
場
合
は
自
由
診
療
（
全

額
自
己
負
担
）
と
な
り
ま
す
。

①
②
の
利
用
法
と
③
の
利
用
法
で
は
予
防
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
方
法

を
併
用
す
る
の
が
最
も
効
果
的
で
す
。

フ
ッ
化
物
は
い
つ
ま
で
利
用
す
る
？

フ
ッ
化
物
の
う
蝕
予
防
効
果
は
、
生
え
た
ば

か
り
の
歯
に
最
も
大
き
く
現
れ
ま
す
が
、
最
近

で
は
成
人
の
歯し

根こ
ん

面め
ん

う
蝕
（
歯
の
根
の
部
分
の

う
蝕
）
に
も
予
防
効
果
が
あ
る
と
い
う
研
究
報

告
も
あ
り
、
フ
ッ
化
物
の
利
用
は
一
生
続
け
る

べ
き
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歯
列
矯
正

中
の
人
や
、
ブ
リ
ッ
ジ
・
部
分
入
れ
歯
を
装
着

し
た
人
も
、
口
腔
清
掃
が
難
し
い
た
め
、
利
用

し
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

現
代
人
の
食
生
活
と
砂
糖
は
切
っ
て
も
切
れ

な
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
砂
糖
の
入
っ
た

甘
い
お
や
つ
を
子
ど
も
に
与
え
な
い
と
い
う
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
実
際
む
し
歯
に

な
る
場
所
は
、
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
が
届
き
に
く

い
と
こ
ろ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

一
般
的
だ
っ
た
歯
磨
き
剤
を
使
わ
な
い
歯
磨
き

や
甘
味
制
限
で
は
予
防
効
果
が
上
が
り
ま
せ
ん
。

フ
ッ
化
物
を
適
切
に
利
用
す
る
こ
と
で
、
健
康

な
歯
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

歯
科
医
院
で
は
フ
ッ
素
塗
布
を
は
じ
め
、
フ
ッ

化
物
洗
口
法
の
指
導
、
フ
ッ
化
物
歯
磨
剤
の
使

用
法
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

やさしい医療講座
姶良郡歯科医師会霧島市支部会員 

みやかわ小児矯正歯科 院長／宮川尚之

M E D I C A L  L E C T U R E

フ
ッ
化
物
に
よ
る

う
蝕

し
ょ
く（
む
し
歯
）予
防

むし歯予防

県
本
土
の
石
垣
を
持
つ
城
と
し
て
は
、
鶴
丸

城
が
有
名
で
す
。
他
に
は
姶
良
町
の
平
松
城
や

帖ち
ょ
う

佐さ

館や
か
た、
隼
人
町
の
富
隈
城
、
国
分
の
舞
鶴
城
、

湧
水
町
の
栗く
り

野の

松ま
つ

尾お

城じ
ょ
うな
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
楠
川
城
に
次
い
で
古
い
の
が
栗
野
松
尾
城

で
す
。
島
津
義
弘
が
築
い
た
も
の
で
、
文ぶ
ん

禄ろ
く

元

年
（
一
五
九
二
）
の
朝
鮮
出
兵
の
際
に
義
弘
は

こ
こ
か
ら
出
陣
し
て
い
ま
す
。
城
全
体
は
か
な

り
大
き
い
の
で
す
が
、
本
丸
と
い
わ
れ
る
平
ら

な
場
所
（
曲く
る

輪わ

）
の
一
部
を
石
垣
で
囲
っ
て
い

ま
す
。
虎
口
に
石
垣
を
築
い
て
、
屈
曲
す
る
出

入
り
口
を
設
け
、
曲
輪
に
は
建
物
の
柱
を 

据

えす

た
礎そ

石せ
き

が
あ
り
、
今
で
も
地
表
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

次
い
で
、
三
番
目
に
古
い
の
が
隼
人
町
の

富
隈
城
で
、
義
弘
の
兄
、
第
十
六
代
の
義
久

が
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
に
築
い
た
も
の

で
す
。
義
久
は
こ
の
富
隈
城
に
一
〇
年
ほ
ど
住

ん
だ
後
、
国
分
の
舞
鶴
城
に
移
り
住
み
、
そ
こ

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
義
久
が
富
隈
城
に
い

た
時
代
は
二
回
目
の
朝
鮮
出
兵
の
慶
長
の
役

（
一
五
九
七
年
）
や
庄
し
ょ
う

内な
い

の
乱
（
一
五
九
九
年
、

家
老
の
伊
集
院
氏
と
の
内
戦
）、
関
ヶ
原
の
合

戦
（
一
六
〇
〇
年
）
な
ど
全
国
的
に
み
て
も
激

動
の
時
代
で
し
た
。

城
の
石
垣
を
よ
く
観
察
す
る
と
、
隅ぐ
う

角か
く

部ぶ

と

呼
ば
れ
る
角
に
あ
る
石
の
積
み
方
に
特
徴
が
み

ら
れ
ま
す
。
角
は
最
も
崩
れ
や
す
い
た
め
、
当

時
の
、
工
夫
を
こ
ら
し
た
最
も
高
い
技
術
が
見

ら
れ
ま
す
。
富
隈
城
跡
の
角
の
石
垣
は
縦
長
の

石
を
使
い
、
や
や
古
い
様
相
を
示
し
て
い
ま
す
。

後
の
時
代
に
な
る
と
隅
角
部
は
算さ
ん

木ぎ

積づ

み
と
呼

ば
れ
る
、
横
長
の
石
を
交
互
に
積
む
方
法
が
み

ら
れ
、
今
見
か
け
る
鶴
丸
城
の
石
垣
の
よ
う
な

積
み
方
に
な
っ
て
き

ま
す
。
鶴
丸
城
は
、

一
六
〇
二
年
か
ら
築

か
れ
、
石
垣
と
そ
の

外
側
に
は
水
を
た
た
え
た
堀
が
巡
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
魔
物
が
入
っ
て
く
る
と
い
う
鬼
門
の
北

東
の
角
の
石
垣
を
屈
曲
さ
せ
、
魔
除
け
の
工
夫

を
し
て
い
ま
す
。

城
を
築
く
時
は
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
動
員

さ
れ
ま
す
。石
垣
の
表
面
を
よ
く
み
る
と
、所
々

―
 

石
垣
の
城 ―

（千田嘉博 他 1997『城館調査ハンドブック』より）

算木積み

石垣矢穴痕
（富隈城跡）

に
石
を
割
る
時
の
、
楔く
さ
びを
打
ち
込
ん
だ
跡
（
矢や

穴あ
な

痕こ
ん

）
が
残
っ
て
お
り
、
石
垣
を
造
っ
た
石
工

た
ち
の
汗
の
結
晶
が
観
察
で
き
ま
す
。
富
隈
城

の
石
垣
に
使
わ
れ
た
石
（
石
材
）
の
大
半
は
、

城
の
あ
る
場
所
、
今
は
公
園
に
な
っ
て
い
る

稲い
な
り荷
山
で
調
達
さ
れ
ま
し
た
。
四あ
ず
ま
や阿
の
あ
る
公

園
の
頂
上
付
近
に
は
、
今
だ
に
矢
穴
痕
の
あ
る

石
が
露
出
し
、
往
時
を
偲し
の

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

文
責
＝
重

近
世
の
城
郭
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
の
が
、
滋

賀
県
に
あ
る
織
田
信
長
の
築
い
た
安
土
城
で
す
。

天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
か
ら
築
か
れ
、
本
能

寺
の
変
の
後
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
に

焼
失
し
た
城
で
す
。
今
で
は
特
別
史
跡
と
な
っ

て
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、

整
備
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
も
登
っ
た
と
い
わ
れ
る
七

重
の
天
主
閣
が
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
城
で
用
い
ら
れ
た
高
石
垣
・
礎
石
建

物
・
瓦
葺
き
の
三
点
セ
ッ
ト
が
後
の
江
戸
時
代

の
城
の
基
本
と
な
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
豊
臣
秀

吉
の
大
坂
城
で
は
鏡
石
と
呼
ば
れ
る
一
〇
㍍
を

越
す
大
き
な
石
も
使
わ
れ
、
城
が
防
御
的
な
も

の
か
ら
権
力
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
変
わ
っ
て

い
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。

鹿
児
島
県
内
で
最
も
古
い
石
垣
の
城
は
、
屋

久
島
の
楠く
す

川が
わ

城じ
ょ
うと
思
わ
れ
ま
す
。
全
く
加
工
し

て
い
な
い
石
を
出
入
り
口
（
虎こ

口ぐ
ち

）
周
辺
に
積

み
上
げ
、
石
垣
も
低
く
、
傾
き
も
緩ゆ
る

い
も
の
で

す
。
種
子
島
氏
と
禰ね

寝じ
め

氏し

が
攻
防
し
た
城
で
、

石
垣
が
い
つ
頃
築
か
れ
た
か
は
不
明
で
す
が
、

古
い
様
相
を
残
し
て
い
ま
す
。
石
垣
の
積
み
方

に
は
、
野の

面づ
ら

（
加
工
し
な
い
石
）、
打う
ち

込こ
み

ハ
ギ

（
割わ

っ
た
石
の
角
を
合
わ
せ
る
）、切き
り

込こ
み

ハ
ギ（
切

り
そ
ろ
え
た
石
）
な
ど
が
あ
り
、
一
般
的
に
時

代
差
を
示
し
ま
す
。
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中
、
経
費
削
減
な
ど
の
効
率
的
運
用

を
図
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
る
た
め
、
水
道
部
溝
辺
・
福
山

支
所
を
本
庁
に
、
横
川
・
霧
島
支
所

を
牧
園
支
所
に
集
約
し
ま
す
。
そ
の

結
果
、
現
在
の
組
織
が
次
の
と
お
り

変
更
さ
れ
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
水
道
部
管
理
課

水
道
政
策
係
☎
（
42
）
３
５
０
０

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施
状
況
の
公
表

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
と
は

市
の
重
要
な
政
策
の
形
成
過
程
に
お

い
て
、
そ
の
政
策
に
関
す
る
計
画
な

ど
の
案
の
趣
旨
、
内
容
、
そ
の
他
必

要
な
事
項
を
公
表
し
、
広
く
市
民
な

ど
か
ら
意
見
、
情
報
お
よ
び
専
門
的

な
知
識
を
求
め
、
こ
れ
に
対
し
て
提

出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
考
慮
し
て
意

思
決
定
を
行
う
手
続
き
を
い
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
実
施
状
況
を
次
の
と

お
り
公
表
し
ま
す
。ま
た
、パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
場
合
は
随

時
広
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
広
報
広
聴
課
広

聴
グ
ル
ー
プ
☎
（
64
）
０
９
５
５

ご
み
出
し
ル
ー
ル
を

守
り
ま
し
ょ
う

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
ご
み
出
し
は
、

地
域
住
民
や
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

管
理
し
て
い
る
か
た
が
た
に
、
多
大

な
迷
惑
を
か
け
ま
す
。
次
の
こ
と
を

守
り
、
適
正
な
ご
み
出
し
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

○�

市
指
定
の
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ご
み
（
可
燃

ご
み
、
不
燃
ご
み
、
資
源
ご
み
の

一
部
）
は
、
必
ず
市
指
定
の
ご
み

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○�

ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
し
て
、
決

め
ら
れ
た
日
時
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ご
み
収
集
に
間
に
合
わ
な

か
っ
た
場
合
は
、
一
旦
持
ち
帰
り
、

次
の
収
集
日
に
出
す
か
、
個
人
で

処
理
施
設
に
搬
入
す
る
な
ど
、
そ

※�

そ
の
他
の
11
件
は
、
対
象
文
書
が

不
存
在
で
あ
っ
た
も
の
が
10
件
、

請
求
の
取
り
下
げ
に
よ
る
も
の
が

１
件
で
す
。

※�

異
議
申
し
立
て
が
１
件
あ
り
、
情

報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会

を
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

○�

個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
く
開

示
請
求
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
務
課
文
書
法

制
グ
ル
ー
プ
☎
（
64
）
０
９
１
５

霧
島
市
水
道
部
の

組
織
が
変
わ
り
ま
す

平
成
19
年
７
月
１
日
よ
り
人
的
集

お
知
ら
せ

児
童
手
当
現
況
届
は

お
済
み
で
す
か

毎
年
６
月
は
、
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
る
か
た
が
「
現
況
届
」
を
提

出
す
る
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
け
は
、
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
る
か
た
に
６
月
１
日
に
お
け

る
状
況
を
届
け
出
て
い
た
だ
き
、
継

続
し
て
（
平
成
19
年
６
月
分
～
平
成

20
年
５
月
分
ま
で
の
）
手
当
が
受
け

ら
れ
る
か
を
決
定
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
大
切
な
届
け
で
す
の
で
、
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
提
出
期
限
＝
６
月
30
日
（
土
）

・�

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
15
分
～
午

後
５
時
（
土
、
日
は
除
く
）

・�

提
出
先
＝
児
童
福
祉
課
児
童
家
庭

係
、
各
総
合
支
所
福
祉
担
当
課

・�

提
出
方
法
＝
郵
送
で
提
出
い
た
だ

く
か
、
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
児
童
福
祉
課
児

童
家
庭
係
☎
（
64
）
０
９
９
１
、

各
総
合
支
所
福
祉
担
当
課

平
成
18
年
度

公
文
書
の
開
示
等
の
状
況

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
19

年
３
月
31
日
ま
で
の
情
報
公
開
条
例

及
び
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
く

請
求
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

市からの
お知らせや
募集などの
情報をお届けします。
詳細な情報は掲載されている問い
合わせ先に、ご連絡ください。

◎霧島市からのお知らせ

の
ま
ま
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
放

置
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

○�

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
設
置
者

（
自
治
会
、
共
同
住
宅
管
理
者
な

ど
）
の
責
任
に
お
い
て
管
理･

運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
設
置
者

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
分
け
方･

出
し
方
は
、
地

域
（
旧
市
町
）
ご
と
に
少
し
異
な
り

ま
す
の
で
、
再
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
環
境
衛
生
課
廃

棄
物
対
策
係
☎
（
64
）
０
９
５
０

税
金
は
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

今
月
は
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

１
期
の
納
付
月
で
す
。
納
期
限
は
７

月
２
日
（
月
）
で
す
。
口
座
振
替
の

振
替
日
は
６
月
25
日
（
月
）
で
す
。

※�

市
税
な
ど
の
納
付
は
口
座
振
替
が

便
利
で
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
収
納
課
☎

（
64
）
０
８
９
２

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を

使
用
中
の
皆
さ
ま
へ

最
近
、
換
気
不
良
に
よ
り
、
小
型

ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
で
の
一
酸
化
炭
素

中
毒
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
一
酸
化
炭
素
は
無
色
無
臭

で
、
頭
痛
や
吐
き
気
で
異
変
に
気
づ

い
た
と
き
に
は
、
手
遅
れ
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
必
ず
換
気
を
し
て
、

死
亡
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

午
前
10
時
～
11
時

・
会
費
＝
２
、
０
０
０
円
（
月
額
）

・
定
員
＝
10
組

※�
い
ず
れ
も
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
サ
ン
・
あ
も
り

☎
（
43
）
３
３
７
３

相　

談

悩
み
ご
と
無
料
相
談

女
性
だ
か
ら
、
男
性
だ
か
ら
と
性

別
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
あ
な
た
ら
し

い
生
き
方
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
い

ず
れ
の
相
談
も
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
県
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
（
か
ご
し
ま
県
民
交

流
セ
ン
タ
ー
２
階
）☎
０
９
９（
２

２
１
）
６
６
０
３

募　

集

霧
島
食
育
体
験
隊

参
加
者
募
集

大
豆
の
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
の

農
業
体
験
活
動
を
と
お
し
て
農
業
の

大
変
さ
や
す
ば
ら
し
さ
を
学
び
ま
す
。

ま
た
、
収
穫
し
た
大
豆
で
豆
腐
・
味

噌
づ
く
り
も
体
験
し
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・�

日
時
＝
７
月
14
日
（
土
）
午
前
10

時
～
12
時

・�

集
合
場
所
＝
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
農
場

（
霧
島
永
水
地
区
の
市
野
々
公
民

館
前
・
県
道
２
号
線
沿
い
）　

・�

今
後
の
活
動
内
容
＝
枝
豆
収
穫
、

食
器
作
り
、
豆
腐
作
り
、
霧
島
・

食
の
文
化
祭
、
味
噌
作
り

・
定
員
＝
20
家
族
（
40
人
）
程
度

・�

参
加
料
＝
１
人
２
０
０
円
（
保
険

料
）

・
申
込
期
限
＝
７
月
４
日
（
水
）

※�

指
導
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
霧
島
食
育
研

究
会
が
行
い
ま
す
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
出

張
所
教
育
振
興
課
教
育
グ
ル
ー
プ

☎
（
57
）
１
１
１
１

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

子
育
て
中
の
保
護
者
と
子
ど
も
の

支
援
を
目
指
し
た
講
座
で
す
。

・�

日
時
＝
６
月
28
日
（
木
）
午
前
10

時
～
、
受
付
は
午
前
９
時
30
分
～

・
場
所
＝
国
分
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
内
容
＝
講
話
、
実
技

・�

講
師
＝
米
山
晃
代
助
産
師
、
竹
迫

由
紀
美
保
育
士

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
社
会
福

祉
協
議
会
国
分
支
所
☎
（
45
）
１

５
５
７

第
一
工
業
大
学
公
開
講
座

受
講
生
募
集

平
成
19
年
度
の
第
一
工
業
大
学
公

開
講
座
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
受
講
を

希
望
す
る
か
た
は
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※�

受
講
料
無
料
。
テ
キ
ス
ト
代
が
必

要
な
講
座
も
あ
り
ま
す
。

◎��

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
第
一
工

業
大
学
生
涯
学
習
課
☎
（
45
）
０

６
４
０

「
サ
ン
・
あ
も
り
」
か
ら

●�

や
さ
し
い
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
７
月
生
募
集

・�

日
時
＝
毎
週
水
曜
日
、
午
後
７
時

～
８
時
（
３
か
月
12
回
）

・
会
費
＝
４
、５
０
０
円

●
あ
か
ち
ゃ
ん
体
操
参
加
者
募
集

首
が
す
わ
っ
た
こ
ろ
か
ら
ハ
イ
ハ

イ
す
る
ま
で
の
間
の
体
操

・�

日
時
＝
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
、

実施機関名 請求件数 処理状況
開示 不開示 部分開示 その他

市長 45 21 1 12 11
消防局長 0
教育委員会 3 2 1
選挙管理委員会 0
監査委員 0
農業委員会 0
固定資産評価審査委員会 0
公平委員会 0
議会 5 5
合計 53 28 1 13 11

■実施機関の処理状況（情報公開条例）　　　　　　　　   　（件）

案　件　名 募　集　期　間 募集
日数 担当課・係

提出件数 提出方法 回答
項目数個人 団体 計 郵送 FAX ﾒｰﾙ 投書箱 持参

霧島市高齢者保健福祉計画等 平成18年 1月16日~ 2月14日 30 高齢・障害福祉課高齢者福祉係ほか 7 1 8 1 5 2 8

霧島市環境基本条例(案) 平成18年 8月 7日~ 8月20日� 14 環境衛生課生活環境政策係 4 1 5 1 3 1 16

霧島市行政改革大綱(案) 平成18年10月16日~ 11月13日 29 行政改革推進課行革第1グループ 22 0 22 9 9 2 1 1 82

霧島市国民保護計画(案) 平成18年11月10日~ 12月11日 32 安心安全課防災グループ 1 0 1 1 1

霧島市交通安全計画(案) 平成18年12月26日~19年 1月24日 30 安心安全課交通防犯グループ 4 1 5 1 3 1 11

霧島市障害者計画及び障害福祉計画(案) 平成18年12月26日~19年 1月24日 30 高齢・障害福祉課障害福祉係 0 0 0 0

霧島市地域防災計画(案) 平成19年 1月12日~ 2月 9日 29 安心安全課防災グループ 0 1 1 1 7

■パブリックコメント実施状況（平成17年11月7日〜平成19年3月31日）

一般相談

9：00 〜 17：00�（水〜日曜日）
9：00 〜 20：00�（火曜日・休館日の翌日）
月曜日、年末年始は休館
月曜日が祝日の場合は、翌日が休館

電話相談
（相談専用）

☎ 099（221）6630
☎ 099（221）6631

面接相談 事前にお電話でご予約ください。

専門相談

事前にお電話でご予約・ご相談ください。

法律相談 第１・３火曜日�　13：30 〜 16：30

心療内科相談 第３木曜日　　　13：00 〜 16：00

男性心理相談 第２土曜日　　　 9：30 〜 12：30

講座名 開設期間・時間 対象者 募集人員 講　座　内　容

湯川・朝永
誕生 100 年

8/5（日）
（13:30~15:30）

学生
（高、大学生）
社会人

約20名
素粒子の世界を拓いた湯
川秀樹・朝永振一郎の人
と時代ほか

初めて触る
パソコン講座

8/2（木）〜 3（金）
�（9:00~16:00） 社会人

（初心者） 約70名
ワード起動から簡単な文
書作成、メール、インタ
ーネット操作ほか

パーソナル
コンピュータ
講座

8/4（土）〜 7（火）
（9:00 〜 16:00） 社会人 約70名

ワード、エクセル活用法、
インターネットの利用法
ほか　

三次元建築
CAD講座

7/30（月）〜 8/3（金）
（18:30 〜 20:00）

学生
（大学生など）

社会人
約20名

建築の外観パースやイン
テリアパースを CGソフ
トで制作

団塊の世代と
男女共同参画

7/29（日）����　　���
（10:00 〜 12:00） 社会人 約20名

誰でも参画・ジュンダー
チェック、まちづくりと
男女共同参画ほか

英語表現講座
12 月初旬までの奇
数週の水曜日
（19:30 〜 21:00）

社会人 約20名
基本的な慣用句や構文が
適切に配置された英文が
書けるようになる

時事英語講座
12 月初旬までの偶
数週の水曜日
（19:30 〜 21:00）

社会人 約20名 英字新聞が苦労せずに読
めるようになる
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声
い
つ
も
「
広
報
き
り
し
ま
」
は
隅
か

ら
隅
ま
で
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
合
併
し
た
の
で
他
地
区
の
情

報
と
し
て
助
か
り
ま
す
。
ま
た
、
機

会
を
み
て
霧
島
市
全
体
の
中
に
あ
る

道
の
駅
な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
を
載
せ
て

紹
介
し
て
み
て
く
だ
さ
っ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
の
秋
生
ま
れ

た
双
子
の
孫
の
支
援
で
、
て
ん
て
こ

舞
い
の
新
米
バ
ア
ー
バ
で
す
。（
新

米
バ
ア
ー
バ
57
歳
女
性
）

●

広
報
き
り
し
ま
は
市
の
情
報
を
皆

さ
ん
に
お
伝
え
す
る
情
報
誌
で
す
。

今
後
も
で
き
る
だ
け
多
く
の
地
域
情

報
な
ど
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

自
分
た
ち
も
夫
婦
で
、
年
金
生

活
者
と
し
て
病
院
に
お
世

話
に
な
ら
な
い
よ
う
に
日
々
努
力
し

て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
カ
バ
ー
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
先
日
の
新
聞
記

事
「
ム
ラ
が
消
え
る
」
を
読
ん
で
い

る
と
自
然
と
我
が
身
に
振
り
替
え
涙

が
と
ま
り
ま
せ
ん
。
あ
る
地
方
都
市

で
「
太
陽
村
」
と
い
う
全
員
お
年
寄

り
で
、
い
き
い
き
国
分
交
流
セ
ン

タ
ー
の
よ
う
な
施
設
で
体
を
動
か
す

運
動
を
続
け
今
で
は
、
医
療
費
が
村

全
体
で
減
少
し
た
と
き
い
て
い
ま
す
。

交
流
セ
ン
タ
ー
へ
通
う
こ
と
の
で
き

な
い
人
は
参
加
し
た
く
て
も
参
加
で

き
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
「
サ
ー
ビ
ス
車
」
で
通
所
さ
れ
る

よ
う
に
交
流
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
場

所
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
好
き
67

歳
男
性
）

●

　

健
康
増
進
課
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

平
成
19
～
20
年
度
の
２
年
間
に
わ
た

り「
健
康
き
り
し
ま
21
計
画（
仮
称
）」

を
策
定
す
る
予
定
で
す
。
計
画
は
、

霧
島
市
の
健
康
づ
く
り
の
方
針
や
事

業
を
、
市
民
の
か
た
が
た
と
一
緒
に

な
っ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ご
意

見
も
ひ
と
つ
の
方
策
と
し
て
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

城
の
い
ろ
い
ろ
を
興
味
深
く

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
温
泉
よ
り
何
度
も
仰
ぎ
眺
め
る

姫
城
の
山
に
こ
の
よ
う
な
歴
史
が
秘

め
ら
れ
て
い
た
と
は
…

こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を

巡
ら
し
て
眺
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
エ
ス
・
ア
イ
90
歳
男
性
）

●

「
郷
土
史
の
扉
」
を
興
味
深
く
読

ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
も
市
内
の
い
ろ
い
ろ
な

歴
史
・
文
化
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま

す
の
で
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
数
年
、
霧
島
の
自
然
が
好

き
で
四
季
の
風
景
を
眺
め

に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
つ
い

先
日
も
友
人
と
連
れ
立
っ
て
霧
島
の

「
新し
ん

燃も
え

岳だ
け

」
に
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
を
見

に
行
き
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く

の
小
雨
日
和
で
し
た
。
新
湯
林
道
を

歩
く
こ
と
20
分
ぐ
ら
い
で
、
新
緑
と

川
の
流
れ
が
な
ん
と
も
す
ば
ら
し
く

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
１
時
間
ぐ
ら

い
で
目
的
地
に
到
着
。
今
年
は
花
つ

き
が
悪
く
少
し
残
念
な
気
持
ち
で
し

た
が
、
毎
年
見
に
来
て
い
る
登
山
者

か
ら
「
小
雨
の
ミ
ツ
バ
が
一
番
き
れ

い
よ
」
と
い
わ
れ
こ
れ
が
自
然
な
の

か
と
思
い
元
気
を
も
ら
っ
た
一
日
で

し
た
。（
霧
島
は
最
高
43
歳
男
性
）

●

小
雨
に
濡
れ
た
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
が

き
れ
い
で
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
こ
れ

か
ら
山
は
花
の
季
節
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

こ
の
ほ
か
、
10
通
の
お
便
り
が
あ

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

※�

ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢

な
ど
必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

商
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
提
供
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
広
報
広
聴
課
☎

（
64
）０
９
５
５
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

c
o

m
m

u
n

i
t

y

国
分
に
居
を
構
え
て
20
数
年
、

霧
島
連
山
や
桜
島
の
美
し

い
壮
大
な
景
色
を
毎
日
眺
め
と
て
も

満
足
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
市
内
を

散
策
す
る
と
、
下
水
道
の
不
整
備
に

よ
る
蚊
の
異
常
発
生
も
そ
う
で
す
が
、

特
に
気
に
な
る
こ
と
は
各
家
庭
の
庭

木
が
道
路
に
は
み
出
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
数
日
前
の
雨
の
日
も
、
傘
を

さ
し
た
小
学
生
が
車
を
避
け
よ
う
と

し
て
、
木
の
枝
に
傘
が
あ
た
り
、
車

と
接
触
し
そ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ひ
ど
い
所
は
敷
地
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
越

え
道
の
半
分
ぐ
ら
い
ま
で
覆
い
か
ぶ

さ
っ
て
い
る
所
も
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
な
通
学
路
だ
け
で
も
市
か

ら
剪せ
ん

定て
い

の
指
導
は
で
き
な
い
も
の
だ

ろ
う
か
。（
海
の
男
54
歳
男
性
）

●

建
設
部
、
土
木
課
道
路
維
持
係
に

聞
い
て
み
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
現
在

も
所
有
者
に
剪
定
な
ど
の
指
導
や
注

意
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
一
部
に
お
い
て
協
力
が
得
ら
れ
ず

た
い
へ
ん
苦
慮
し
て
い
る
状
況
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
ぜ
ひ
、
交
通
安
全

上
か
ら
も
市
民
一
人
ひ
と
り
の
協
力

を
お
願
い
し
た
い
も
の
で
す
。

９
年
ぶ
り
、
２
度
目
の
霧
島
市

民
と
な
っ
て
、
丸
１
年
、
夫

も
私
も
国
分
出
身
で
は
な
い
の
で
す

が
、
な
ぜ
か
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
よ

う
な
懐
か
し
さ
と
安
心
感
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
今
で
は
も
う
ず
っ

と
国
分
に
住
ん
で
い
た
よ
う
な
錯
覚

さ
え
お
ぼ
え
ま
す
。
転
勤
族
に
と
っ

て
は
、
ど
こ
も
住
め
ば
都
で
、
慣
れ

て
居
心
地
よ
く
な
る
と
ま
た
転
勤
と

い
っ
た
繰
り
返
し
な
の
で
す
。
中
で

も
霧
島
市
は
格
別
で
、
本
当
に
大
好

き
な
街
で
す
。
活
気
あ
る
大
都
市
の

風
格
を
持
ち
な
が
ら
、
大
自
然
が
す

ぐ
近
く
に
あ
り
ま
す
。
一
番
は
市
民

の
か
た
が
た
の
心
の
広
さ
、
大
き
さ

だ
と
思
い
ま
す
。
田
舎
独
特
の
閉
鎖

性
が
な
く
、
都
会
の
乾
い
た
無
関
心

さ
も
な
く
適
度
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
そ

者
に
と
っ
て
心
地
良
い
ま
ち
で
す
。

ず
っ
と
こ
の
風
情
を
保
ち
な
が
ら
発

展
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
終
わ
り
が
近
い
転
勤
族
59
歳
女
性
）

●

扌点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

第
二
の
ふ
る
さ
と
「
霧
島
市
」
を

大
好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
わ
た

し
た
ち
も
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

霧
島
市
は
、
霧
島
連
山
や
多
く
の
清

流
、
ま
た
、
桜
島
、
錦
江
湾
と
、
大

自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。
ぜ
ひ

い
つ
ま
で
も
霧
島
市
に
住
ん
で
く
だ

さ
い
。音

楽
好
き
の
私
た
ち
親
子
（
も

ち
ろ
ん
父
親
も
で
す
）
に

と
っ
て
音
響
の
良
い
「
み
や
ま
コ
ン

セ
ー
ル
」、
身
近
に
あ
る
市
民
会
館

で
聴
け
る
音
楽
は
元
気
の
源
で
す
。

最
近
で
は
、
昨
年
の
12
月
に
み
や
ま

コ
ン
セ
ー
ル
で
「
上
原
彩
子
」
さ
ん

の
す
ば
ら
し
い
音
楽
を
聴
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル

の
音
楽
が
聴
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
霧
島
市
に
は
ス
テ
キ

な
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
多
く
の
か
た
が

た
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
企

画
で
ま
す
ま
す
ス
テ
キ
な「
霧
島
市
」

に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。（
ま

だ
ま
だ
気
分
は
若
い
48
歳
女
性
）

●

音
楽
は
、
人
間
を
癒い
や

し
て
く
れ
る

力
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。「
み
や
ま
コ

ン
セ
ー
ル
」
は
日
本
の
音
楽
ホ
ー
ル

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
７
月
20

日
か
ら
８
月
５
日
ま
で
は
、
霧
島
国

際
音
楽
祭
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

市
内
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
参
加
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

私
は
87
歳
の
老
婆
で
す
が
、
朝

９
時
発
の
ふ
れ
あ
い
バ
ス

に
乗
り
、
い
き
い
き
国
分
交
流
セ
ン

タ
ー
の
温
水
プ
ー
ル
に
通
い
始
め
て

１
年
に
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
年
寄
り

に
な
っ
て
プ
ー
ル
へ
行
こ
う
と
誘
わ

れ
た
と
き
は
、
と
ん
で
も
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
私
は
杖つ
え

と

シ
ル
バ
ー
カ
ー
が
な
い
と
外
出
で
き

な
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
。
し
ば
ら

く
は
娘
が
つ
き
っ
き
り
で
い
て
く
れ

ま
し
た
。
今
は
一
人
で
楽
し
く
水
中

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
や
っ
て
い
ま
す
。

持
病
の
糖
尿
病
も
う
ま
く
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
て
喜
ん
で
い
ま
す
。
高

齢
者
の
皆
さ
ん
、
一
度
プ
ー
ル
に
お

出
か
け
に
な
り
ま
せ
ん
か
。（
プ
ー

ル
大
好
き
老
婆
87
歳
女
性
）

●

プ
ー
ル
に
初
め
て
行
か
れ
る
と
き

の
気
持
ち
が
わ
か
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
水
中
歩
行
は
腰
と
足
に
負
担

を
か
け
ず
に
運
動
で
き
、
リ
ハ
ビ
リ

に
も
い
い
よ
う
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら

も
無
理
せ
ず
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

初
め
て
投
稿
し
ま
す
。
６
月
18

日
の
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
に
気
を
奪
わ
れ
、
投

稿
し
て
み
よ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
広報広聴課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.34/2007.6）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

ノアザミ（きく科）

お便りをくださったかたの中から
国分物産館じょうもん市場からお
米と季節のお野菜を５人のかたに
プレゼント。応募締め切りは6月
20日（水）当日消印有効です。当
選の発表は、商品の発送をもって
かえさせていただきます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の身近な事、何でも好きなことを書いてく
ださい。

おたより
待ってます

広報きりしま  2425  Kirishima City Public Relations, 2007.6, Japan



ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

扌点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
一
つ
に
「
霧

島
ナ
ン
バ
ー
の
実
現
」
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
自
動
車
に
つ
け
る
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
、
自
分
た
ち

の
住
ん
で
い
る
地
域
名
で
表
示
す

る
こ
と
で
あ
り
「
ご
当
地
ナ
ン

バ
ー
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。

平
成
18
年
度
よ
り
、
地
域
振
興
や

観
光
振
興
な
ど
の
観
点
か
ら
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
合

併
間
も
な
い
霧
島
市
だ
か
ら
こ
そ
、

一
体
感
が
芽
生
え
、
霧
島
ブ
ラ
ン

ド
が
確
立
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
実
現
に
は
、
普
通
自
動
車

の
登
録
台
数
が
10
万
台
以
上
必
要

で
す
。
平
成
17
年
3
月
現
在
、
本

市
で
は
約
５
万
３
千
台
の
登
録
台

数
で
目
標
に
は
ほ
ど
遠
い
感
が
し

ま
す
が
、
周
辺
市
町
村
と
の
連
携

で
そ
れ
を
ク
リ
ア
で
き
ま
す
。
静

岡
・
山
梨
両
県
が
連
携
し
て
「
富

士
山
ナ
ン
バ
ー
」
を
国
に
承
認
さ

せ
た
先
進
事
例
も
あ
り
ま
す
。
霧

島
連
山
に
隣
接
す
る
本
県
や
宮
崎

県
と
連
携
を
図
る
こ
と
で
「
霧
島

ナ
ン
バ
ー
」
の
実
現
も
可
能
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
国
に
承
認
し
て

も
ら
う
に
は
10
万
台
と
い
う
数
字

も
で
す
が
、「
住
民
の
意
向
が
あ

る
か
ど
う
か
」
も
重
要
な
判
断
材

料
に
な
り
ま
す
。

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
も
地
域
づ
く

り
の
新
し
い
カ
タ
チ
で
あ
り
、「
霧

島
」
で
心
を
つ
な
い
で
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
未
来

を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
ょ
う
。

長
い
都
会
生
活
に
ピ
リ
オ
ド
を
打

ち
、
田
舎
暮
ら
し
を
始
め
て
早
や
２

年
８
か
月
。
縁
あ
っ
て
、
い
ま
妻
の

出
身
地
・
牧
園
の
麓
で
第
３
の
人
生

を
送
っ
て
い
ま
す
。

私
の
生
ま
れ
は
横
川
で
、
高
校
卒

業
を
期
に
郷
里
を
後
に
。
以
来
、
定

年
後
の
嘱
託
勤
務
を
終
え
る
ま
で
の

40
数
年
間
は
都
会
暮
ら
し
。
社
会
生

活
の
ほ
と
ん
ど
は
首
都
圏
で
、
勤
務

先
は
一
貫
し
て
、
都
心
の
ど
真
ん
中

に
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
山
紫

水
明
、
風
光
明め
い

媚び

な
現
在
の
自
然
環

境
に
は
と
て
も
満
足
し
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
２
年
８
か
月
前
の
里
帰

り
の
初
日
は
、
す
で
に
９
月
半
ば
を

過
ぎ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
溝

辺
の
空
港
に
降
り
立
っ
た
と
き
の
あ

の
強
烈
な
陽
射
し
、
翌
朝
、
枕
元
に

飛
び
込
ん
で
き
た
石
坂
川
の
せ
せ
ら

ぎ
、
朝
も
や
に
包
ま
れ
て
窓
越
し
に

迫
る
霧
島
連
山
の
一
角
な
ど
都
会
で

は
味
わ
え
な
い
些さ

細さ
い

な
こ
と
に
、
改

め
て
深
く
感
動
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
を

鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
中
国
の
陶と
う

淵え
ん

明め
い

（
３

６
５
年
～
４
２
７
年
）
が
帰
郷
に
際

し
、

―

帰
り
な
む
い
ざ
、

田
園
ま
さ
に
荒
れ
な
ん
と
す―

と
詠う
た

っ
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も

有
名
で
す
。
彼
は
41
歳
に
し
て
突
如

官
職
を
辞
し
、
残
さ
れ
た
人
生
を
郷

里
再
生
に
か
け
た
よ
う
で
す
。

時
代
状
況
な
ど
置
か
れ
た
環
境
は

大
き
く
異
な
る
も
の
の
、
彼
の
生
き

ざ
ま
・
心
情
に
は
、
ど
こ
か
現
代
の

私
た
ち
の
心
を
打
つ
も
の
が
あ
り
ま

す
。と

は
い
っ
て
も
、
私
は
長
年
、
郷

里
を
守
っ
て
こ
ら
れ
た
多
く
の
皆
さ

ま
の
ご
労
苦
を
無
視
し―

田
園
ま
さ

〈随ずいそう想〉

に
荒
れ
な
ん
と
す―

な
ど
嘯
う
そ
ぶ
く
つ
も

り
は
毛
頭
あ
り
ま
せ
ん
。
現
に
、
厳

し
い
情
勢
下
で
森
林
の
蓄
積
量
は
か

つ
て
な
い
ほ
ど
充
実
し
、
広
大
な
田

畑
は
今
な
お
季
節
を
迎
え
る
と
緑
の

大
地
と
化
し
ま
す
。

た
だ
悲
し
い
こ
と
に
、
そ
う
し
た

皆
さ
ま
の
懸
命
な
努
力
が
、
社
会
的

に
認
め
ら
れ
経
済
的
に
保
障
さ
れ
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

本
年
第
１
回
霧
島
市
議
会
定
例
会

に
お
い
て
前
田
市
長
が
所
信
表
明
で

「
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
農

家
お
よ
び
農
業
後
継
者
不
足
」
な
ら

び
に
「
木
材
価
格
の
低
迷
、
林
業
生

産
コ
ス
ト
の
増
大
な
ど
に
よ
る
経
営

意
欲
の
低
下
や
林
業
従
事
者
の
減
少
、

高
齢
化
に
よ
る
林
業
生
産
活
動
の
停

滞
」
な
ど
と
指
摘
。
問
題
が
今
な
お

深
刻
な
現
状
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
農
業
問
題

の
解
決
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
陶
淵
明
の
指
摘
は
古
く
て
新
し

い
課
題
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。

で
は
、
厳
し
い
農
山
村
の
現
状
は

全
く
打
破
で
き
な
い
の
か
？
そ
の
解

決
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
は
、

生
産
者
と
需
要
者
の
ニ
ー
ズ
の
ズ
レ

の
解
消
に
努
力
す
る
こ
と
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
見
地
に
立
っ
て
対
処

す
る
な
ら
ば
、
と
り
わ
け
林
業
・
山

村
問
題
の
解
決
は
た
や
す
い
と
訴
え

る
学ひ

と者
が
い
ま
す
。
私
が
林
業
問
題

の
第
一
人
者
と
し
て
長
年
師
事
し
て

き
た
そ
の
学
者
は
、
約
１
年
前
、
霧

島
一
帯
の
山
野
を
視
て
、「
こ
れ
は
〝
宝

の
山
〟
だ
」
と
明
言
。
私
た
ち
の
郷

里
を
霧
島
材
と
し
て
全
国
的
に
有
名

な
銘
柄
の
産
地
に
す
る
方
策
や
林
業

リ
ゾ
ー
ト
化
の
方
策
な
ど
、
い
く
つ

か
の
目
の
さ
め
る
よ
う
な
具
体
策
も

提
示
し
て
い
ま
す
。
思
う
に
、
霧
島

は
先
駆
的
林
業
・
山
村
地
域
と
し
て
、

全
国
に
情
報
発
信
で
き
る
大
き
な
潜

在
力
を
秘
め
て
い
ま
す
。

少
な
く
と
も
需
要
者
ニ
ー
ズ
に
か

な
う
地
域
ぐ
る
み
で
の
供
給
体
制
の

整
備
は
急
務
と
考
え
ま
す
。〝
宝
の
山
〟

を
放
置
し
な
い
た
め
に
。

Profile

（写真）待たれる「山村のルネッサンス」

国分物産館じょうもん市場（国分郵便局前）ではお米、新鮮野
菜などの農産物やお弁当、お惣菜などを販売。また毎月第4日曜
日には楽しいイベントを開催中です。
営業時間＝午前9時～午後６時
◎�問い合わせ先＝国分物産館じょうもん市場��☎（45）3322

国分物産館じょうもん
市場から「お米と季節の
お野菜」プレゼント

霧島は〝宝の山〟
◎原口  勲

はらぐち いさお(65)／(牧園町
宿窪田在住）昭和17年横川町
に生まれる。九大農学部農政
経済学科を経て、同大学農学
研究科修士課程を修了。その
後、某政党の政策審議会・政
務調査会事務局に勤務し、長
年、農林水産分野を担当。現
役最後の８年間は、党都議会
事務局にも勤務。平成16年９
月、帰郷。

全国広報コンクールで「広報きりしま」が市の部で入選３席に選ばれ
ました。すごいですね。なんか人ごとみたいで…？昨年の１２月号

が県で特選をもらい、全国の審査もいい成績でした。とてもうれしい反
面、今後もみんなで力を合わせてがんばらないと。ファイト、ファイト！（な）

竹子小学校では子どものうちから食に対する意識を高める取り組み
をしている。飽食の時代、いつでも簡単に食料を買うことができる。

その手軽さを最大限に利用している私。ついつい買ってしまい、どんどん
身についていく…。このままではいけない、食生活を見直さなければ（あ）

歯医者さんに教わりました。事故などで歯が根元から抜けてしまった
ときどうするか。歯を水で洗わないで歯の根元に触れないように牛

乳につけるか口の中に入れて急いで歯医者さんに持って行くとくっつくか
もしれないんです。もちろん折らないのが一番ですけどね。痛そー（た）

今回、取材に協力してくれた西川原さん。福島と有下地区で子育てサ
ロンをしている。西川原さんの自宅には童謡の歌詞を書いた大きな

紙がたくさん貼ってある。子育てサロンで使っているもので、すべて手書
き。それを見ただけで子ども好きの西川原さんの性格が伝わってきた（み）

◎人口／128,678人（＋737）
男性／ 62,321人（＋617）
女性／ 66,357人（＋120）
出生 80人／死亡 98人
転入1,882人／転出1,130人
◎世帯数／56,987世帯（＋870）

（平成19年５月1日現在）

市　章
霧島連山と「Ｋ」がモチーフ。
上から「花は霧島」の花と夢と元気と霧
島連山。
みどりで山 と々豊かな平野部。
紺で水清き天降川。
下の紺で波静かな錦江湾。
全体に躍動感をつけて雄大な自然と市
民が融合し世界へ躍進する霧島市を表
現しています。
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◎
今
月
の
表
紙

県
内
で
最
も
古
い
駅
舎
の
一
つ
と
し
て
国
の
登
録
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
名
実
と
も
に
県
を
代
表
す
る
文

化
財
と
な
っ
た
大
隅
横
川
駅
。
百
年
の
歴
史
を
刻
ん
だ

駅
舎
が
静
寂
に
包
ま
れ
て
い
る
光
景
を
撮
っ
た
。
こ
の

駅
の
ホ
ー
ム
の
柱
に
は
平
和
の
大
切
さ
と
戦
争
の
怖
さ

を
問
い
掛
け
る
機
銃
掃
射
の
痕
跡
が
あ
る
。
駅
を
生
か

そ
う
と
地
域
で
は
こ
の
日
も
協
議
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。

5月22日午後9時4分
横川町中ノ　大隅横川駅
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